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7月17・18日、幼児教育センターでお泊まり保育が行われ
ました。トレジャーハンティングでお宝を探しまわりました。
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まちの人口
（平成27年6月30日現在）2015

August
Vol.267 8 人　口

　男　
　女　
世帯数

9,725人
4,606人
5,119人

3,290世帯

前年同月比
（平成26年6月30日現在）2015

August
Vol.267 8 9,657人

4,567人
5,090人
3,218世帯

子や孫に誇れる郷土　江北

広報こうほく
&議会だより



国勢調査は日本の最新の実態を明らかにする調査です。

ご回答は、下記のうちいずれかご希望の方法で行うことができます。

何のために調査するの？
国勢調査は、日本の人口や世帯の実態を明らかにし、国や都道府県、
市区町村の行政の基礎資料として活用されるほか、学術・教育機関、
企業など幅広い分野で利用され、私たちの暮らしに役立てられます。

すべての人・世帯が対象です。
国勢調査は、10月1日現在、日本国内に住んでいるすべての人・世帯
が対象です。生まれたばかりの赤ちゃんはもちろん、3か月以上日本に
住んでいる（住むことになっている）外国人も、調査対象となります。

実はみんなの義務です。
国勢調査は、「統計法」という法律に基づき実施します。
「統計法」では、正確な統計を作成するために、調査票項目に回答する
義務（報告義務）が定められています。

調査結果は、みんなのもの！
速報結果は、平成28年2月に公表する予定です。そのほか年齢別人口、
世帯の状況などの詳しい統計データを、平成28年10月までに公表す
る予定です。皆さまの生活や事業、将来の計画などに是非お役立てく
ださい。

ご安心ください！個人情報は厳格に保護されます。
◎国勢調査では、統計法によって、厳格な個人情報保護が定められて
います。
◎調査票が封をして提出された場合は、国勢調査員は、封筒を開封せ
ず、封をしたまま市区町村に提出します。
◎国勢調査に従事する者には、「統計法」による守秘義務が課せられて
います。

インターネット回答を行う場合、9月10日（木）～9月12日
（土）にかけて配布されるインターネット回答用IDを使用し、
9月20日（日）までにパソコン、タブレット端末、スマート
フォンなどからインターネットにアクセスしていただき、
画面の案内に沿ってご回答ください。

◎調査票で回答する場合、10月1日（木）以後、国勢調査員が訪問し
た際に、そのまま調査票をお渡しいただくか、『調査書類収納封筒』
に入れて10月7日（水）までにお渡しください。◎郵送回答の場合、
『郵送提出用封筒』に調査票を入れ、10月7日（水）までに、最寄りの
郵便ポストにご投函ください。（切手は不要です。）

平成 2 7 年 1 0 月 5 日
マ イ ナ ン バ ー 制 度 を 通 知 し ま す

平成 2 7 年 1 0 月 5 日
マ イ ナ ン バ ー 制 度 を 通 知 し ま す

○平成27年10月以降、一人一人の住民票の住所へマイナンバー（個人番号）が、
「通知カード」により通知されますので、通知カードの送付先を住所地以外
にしたい方は事前に登録をお願いします。

申請方法の相談は　江北町役場　町民課総合窓口係　
　　　　　　　　　　　TEL 0952-86-5613　まで

国勢調査で正確な結果を得るためには、全ての人に正しく調査項目に
回答していただくことが必要です。

調査内容、調査票の記入方法などについて、わからない点がありましたら、江北町役場総務企画課商工情報係
までご質問ください。℡0952-86-5612

（国勢調査より）

　
今
年
は
、
国
勢
調
査
の
年
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
勢
調
査
と
は
、
日
本
国
内

に
住
む
す
べ
て
の
人
と
世
帯
を

対
象
と
す
る
、
国
の
最
も
重
要

な
統
計
調
査
で
す
。

　
国
内
の
人
口
や
世
帯
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
統
計

法
と
い
う
法
律
に
基
づ
い
て
、

5
年
に
一
度
実
施
さ
れ
ま
す
。

国
勢
調
査
の
結
果
は
福
祉
施
設

や
生
活
環
境
整
備
、
災
害
対
策

な
ど
、
日
本
の
未
来
を
つ
く
る

た
め
に
欠
か
せ
な
い
様
々
な
施

策
の
計
画
策
定
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
今
回
は
、
昭
和
35
年
か
ら
前

回
調
査
が
行
わ
れ
た
平
成
22
年

ま
で
を
比
較
し
て
い
ま
す
。

　
表
1
で
表
し
て
い
る
よ
う
に

昭
和
50
年
以
降
、
人
口
は
ほ
ぼ

横
ば
い
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

昭
和
35
年
〜
昭
和
45
年
の
減
少

は
昭
和
44
年
の
炭
鉱
閉
山
に
伴

い
、
人
口
が
減
少
し
て
い
っ
た

様
子
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
表
2
で
は
、
国
勢
調
査
の

結
果
に
よ
る
年
齢
3
区
分
の

構
成
比
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
表
3
で
は
、
平
成
22
年
4

月
1
日
と
平
成
27
年
4
月
1

日
の
人
口
の
増
減
を
表
し
て

い
ま
す
。
佐
賀
県
内
で
、
江

北
町
は
増
減
率
3
位
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
今
年
は
10
月
1
日
基
準
日

で
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
ま
す

の
で
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
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今年は国勢調査が行われます

国勢調査のご協力をお願いします。国勢調査のご協力をお願いします。
（出典：国勢調査）

（出典：国勢調査）
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9月20日（日）までにパソコン、タブレット端末、スマート
フォンなどからインターネットにアクセスしていただき、
画面の案内に沿ってご回答ください。

◎調査票で回答する場合、10月1日（木）以後、国勢調査員が訪問し
た際に、そのまま調査票をお渡しいただくか、『調査書類収納封筒』
に入れて10月7日（水）までにお渡しください。◎郵送回答の場合、
『郵送提出用封筒』に調査票を入れ、10月7日（水）までに、最寄りの
郵便ポストにご投函ください。（切手は不要です。）
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「通知カード」により通知されますので、通知カードの送付先を住所地以外
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国勢調査で正確な結果を得るためには、全ての人に正しく調査項目に
回答していただくことが必要です。

調査内容、調査票の記入方法などについて、わからない点がありましたら、江北町役場総務企画課商工情報係
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（国勢調査より）
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６
月
28
日（
日
）、ネ
イ
ブ
ル
に
お

い
て
、区
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
男
子
の
部
で
７
チ
ー
ム
、女
子
の

部
で
２
チ
ー
ム
が
参
加
し
、熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
優
勝
さ
れ
た
皆
さ
ん
、お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
７
月
５
日（
日
）、Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
に

お
い
て
、ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
教
室
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、水
辺
の
事
故

を
な
く
す
こ
と
を
目
的
と
し
、監
視
や

指
導
救
出
等
の
講
習
会
と
実
技
指
導

を
受
け
ま
し
た
。

6/28 区対抗バレーボール大会

７/５ ライフセービング講習会

　
７
月
５
日
（
日
）、江
北
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
て
区
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
15
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

７/５ 区対抗ソフトボール大会

　
７
月
５
日（
日
）、佐
賀
県
総
合

運
動
場
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ

た
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流

大
会
で
江
北
小
５
年
生
の
川
崎

秀
智
君
（
上
分
区
）が
５
年
生
１

０
０
ｍ
で
見
事
１
位
に
輝
き
ま

し
た
。

　
今
後
も
素
晴
ら
し
い
結
果
が

残
せ
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
く

だ
さ
い
。今
回
は
、お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

７/５ 全国小学生陸上競技交流大会で1位！

６/11 第7回江北町シニアゴルフ

７/11 学びの森　漬け物の会

まちの話題 TOPIC NEWS

　
７
月
11
日（
土
）、石
原
公
民
館
に
お
い
て
ま
な
び
の

森
　
漬
け
物
の
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
に
石
原
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
を
お
招
き

し
て
夏
の
野
菜
を
使
っ
た
浅
漬
け
の
お
い
し
い
漬
け

方
を
学
び
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
熟
練
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

に
参
加
者
の
方
々
は
、と
て
も
感
心
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
、「
野
菜
が
苦
手
で
も
食
べ
や
す
か
っ
た
。」「
コ
ツ
を

教
え
て
も
ら
っ
た
。」等
の
意
見
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　
江
北
町
教
育
委
員
会
で
は
、「
や
っ
て
み
た
い
」の
気

持
ち
を
大
切
に
し
て
、色
々
な
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

次
回
は
９
月
５
日（
土
）に
グ
ラ
ス
ア
ー
ト
の
会
が
行

わ
れ
ま
す
。少
し
で
も「
や
っ
て
み
た
い
」と
思
わ
れ
た

方
は
、教
育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
お
願
い
し
ま
す
。

江北町ジュニアバレーボールクラブ　九州大会へ！
　
６
月
に
開
催
さ
れ
た
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
小
学
生
大
会
佐
賀
県
予
選
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ
の
大
会
で
江
北
町
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
は
、男
子
が
準
優
勝
、女
子
が

３
位
と
い
う
大
変
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め

ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、男
女
と
も
に
、８
月
21
日
か
ら

長
崎
県
で
行
わ
れ
る
九
州
大
会
に
出
場
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
選
手
、保
護
者
の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
九
州
大
会
で
も
全
力
を
尽
く
し
て
、悔
い
の

な
い
よ
う
に
精
一
杯
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
６
月
11
日（
木
）、
花
祭
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
お
い

て
、
第
７
回
江
北
町
シ
ニ
ア
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
の
雨
に
も
負
け
ず
、
60
歳
以
上
の
54
名
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。
ダ
ブ
ル
ぺ
リ
ア
で
の
競
技
の
末
、
済
木

俊
光
選
手
（
ネ
ッ
ト
71
・
グ
ロ
ス
77
）
が
優
勝
。
準
優

勝
に
古
賀
哲
夫
選
手
（
ネ
ッ
ト
71
・
グ
ロ
ス
74
）
が
輝

き
ま
し
た
。
ま
た
、
グ
ロ
ス
優
勝
に
は
準
優
勝
の
古
賀

哲
夫
選
手
が
輝
き
ま
し
た
。
最
高
齢
者
の
古
賀
和
彦
選

手
（
88
歳
）
が
グ
ロ
ス
86
で
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
憧
れ
で
あ

る
エ
ー
ジ
シ
ュ
ー
ト
（
自
分
の
年
齢
以
下
ス
コ
ア
を
出

す
こ
と
）
を
達
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
楽
し
む
た
め
に
も
、
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。

●男子の部　優勝　宿区

優勝した上分区の皆さん

●女子の部　優勝　八町北

○
優
　
勝
　
　
上
分
区

○
準
優
勝
　
　
八
町
北
区

○
３
　
位
　
　
土
元
区

　
　
　
　
　
　
下
分
区

※

ハ
ン
デ
を
引
く
前
の
ス
コ
ア
が
「
グ
ロ
ス
」
、
ハ
ン
デ
を

　
引
い
た
後
の
ス
コ
ア
は
「
ネ
ッ
ト
」
。
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６
月
28
日（
日
）、ネ
イ
ブ
ル
に
お

い
て
、区
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
男
子
の
部
で
７
チ
ー
ム
、女
子
の

部
で
２
チ
ー
ム
が
参
加
し
、熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
優
勝
さ
れ
た
皆
さ
ん
、お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
７
月
５
日（
日
）、Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
に

お
い
て
、ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
教
室
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、水
辺
の
事
故

を
な
く
す
こ
と
を
目
的
と
し
、監
視
や

指
導
救
出
等
の
講
習
会
と
実
技
指
導

を
受
け
ま
し
た
。

6/28 区対抗バレーボール大会

７/５ ライフセービング講習会

　
７
月
５
日
（
日
）、江
北
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
て
区
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
15
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

７/５ 区対抗ソフトボール大会

　
７
月
５
日（
日
）、佐
賀
県
総
合

運
動
場
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ

た
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流

大
会
で
江
北
小
５
年
生
の
川
崎

秀
智
君
（
上
分
区
）が
５
年
生
１

０
０
ｍ
で
見
事
１
位
に
輝
き
ま

し
た
。

　
今
後
も
素
晴
ら
し
い
結
果
が

残
せ
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
く

だ
さ
い
。今
回
は
、お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

７/５ 全国小学生陸上競技交流大会で1位！

６/11 第7回江北町シニアゴルフ

７/11 学びの森　漬け物の会

まちの話題 TOPIC NEWS

　
７
月
11
日（
土
）、石
原
公
民
館
に
お
い
て
ま
な
び
の

森
　
漬
け
物
の
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
に
石
原
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
を
お
招
き

し
て
夏
の
野
菜
を
使
っ
た
浅
漬
け
の
お
い
し
い
漬
け

方
を
学
び
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
熟
練
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

に
参
加
者
の
方
々
は
、と
て
も
感
心
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
、「
野
菜
が
苦
手
で
も
食
べ
や
す
か
っ
た
。」「
コ
ツ
を

教
え
て
も
ら
っ
た
。」等
の
意
見
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　
江
北
町
教
育
委
員
会
で
は
、「
や
っ
て
み
た
い
」の
気

持
ち
を
大
切
に
し
て
、色
々
な
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

次
回
は
９
月
５
日（
土
）に
グ
ラ
ス
ア
ー
ト
の
会
が
行

わ
れ
ま
す
。少
し
で
も「
や
っ
て
み
た
い
」と
思
わ
れ
た

方
は
、教
育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
お
願
い
し
ま
す
。

江北町ジュニアバレーボールクラブ　九州大会へ！
　
６
月
に
開
催
さ
れ
た
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
小
学
生
大
会
佐
賀
県
予
選
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ
の
大
会
で
江
北
町
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
は
、男
子
が
準
優
勝
、女
子
が

３
位
と
い
う
大
変
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め

ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、男
女
と
も
に
、８
月
21
日
か
ら

長
崎
県
で
行
わ
れ
る
九
州
大
会
に
出
場
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
選
手
、保
護
者
の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
九
州
大
会
で
も
全
力
を
尽
く
し
て
、悔
い
の

な
い
よ
う
に
精
一
杯
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
６
月
11
日（
木
）、
花
祭
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
お
い

て
、
第
７
回
江
北
町
シ
ニ
ア
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
の
雨
に
も
負
け
ず
、
60
歳
以
上
の
54
名
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。
ダ
ブ
ル
ぺ
リ
ア
で
の
競
技
の
末
、
済
木

俊
光
選
手
（
ネ
ッ
ト
71
・
グ
ロ
ス
77
）
が
優
勝
。
準
優

勝
に
古
賀
哲
夫
選
手
（
ネ
ッ
ト
71
・
グ
ロ
ス
74
）
が
輝

き
ま
し
た
。
ま
た
、
グ
ロ
ス
優
勝
に
は
準
優
勝
の
古
賀

哲
夫
選
手
が
輝
き
ま
し
た
。
最
高
齢
者
の
古
賀
和
彦
選

手
（
88
歳
）
が
グ
ロ
ス
86
で
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
憧
れ
で
あ

る
エ
ー
ジ
シ
ュ
ー
ト
（
自
分
の
年
齢
以
下
ス
コ
ア
を
出

す
こ
と
）
を
達
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
楽
し
む
た
め
に
も
、
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。

●男子の部　優勝　宿区

優勝した上分区の皆さん

●女子の部　優勝　八町北

○
優
　
勝
　
　
上
分
区

○
準
優
勝
　
　
八
町
北
区

○
３
　
位
　
　
土
元
区

　
　
　
　
　
　
下
分
区

※

ハ
ン
デ
を
引
く
前
の
ス
コ
ア
が
「
グ
ロ
ス
」
、
ハ
ン
デ
を

　
引
い
た
後
の
ス
コ
ア
は
「
ネ
ッ
ト
」
。
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特定健診を受診される皆さんへ

地域おこし協力隊通信8月号地域おこし協力隊通信8月号

特定健診結果説明会のおしらせ
　保健センターにて特定健診(集団健診)を受診された全員の方を対象に、結果説明会を下記のとおり
実施します。特定健診結果説明会では、健診結果の見方と健康づくりのヒントなどをお知らせします。
（結果説明会は、個別面談方式で結果をお返しします）
健診結果は原則として会場でのお渡しとなりますので、ぜひご参加ください。

〈結果説明会日程〉場所：保健センター
（ 7月27日～8月1日に、保健センターで健診を受けられた方が対象です）

(午前)  9：30～11：00

(午後)13：30～15：00

※指定された日に都合が合わない方は、対象地区以外の日にご参加ください。
◆健診結果で「動機づけ支援」・「積極的支援」の対象になられた方は保健指導が受けられます。生活改善

の機会としてぜひご活用ください。

みそ汁の塩分測定を実施します！みそ汁の塩分測定を実施します！
希望の方は、当日ご自宅の味噌汁を少量ご持参ください。その他にも、食生活改善推進員が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　や　　　　　　　　　　　　　　　　 などを行います！適塩みそ汁の試飲適塩みそ汁の試飲 減塩レシピの配布減塩レシピの配布

※特定健診については、保健センターでの集団健診を8月1日(土)まで実施しています。
　詳しくは広報７月号をご覧ください。

【お問い合わせ】　福祉課　保健係 （保健センター）TEL 71-6324

実 施 日 対　象　地　区 受 付 時 間
8月18日（火）

8月19日（水）

8月20日（木）

上小田地区・下小田地区

八町地区・惣領分地区・佐留志地区

山口地区・上記で都合の悪い方

　6月27日(土)に「空き家暮らしのススメ。」のイベントを開催しました。
空き家再生塾で改修した上小田の空き家のお披露目会や、実際に空き家を5軒巡るツアー、そしてアルパカ
さんの美味しいパンを食べながら、移住の話や江北町の魅力について語り合う座談会なども同時に行われま
した。当日は県内のみならず、長崎、福岡、熊本から、お友達同士、ご夫婦、ご家族など、色んな方がイベ
ントに参加してくださいました。
　今回、イベントの準備段階で二人共ヘロヘロになり本番も不安で一杯だったのですが、参加者の皆さんか
ら「すごく面白かった」「またやって欲しい」という声をいただき、そんな疲れもどこかへ吹っ飛びました ^ ^
またイベント開催にあたり、今回も沢山の方のご協力を頂きました。
ご協力いただいた皆さま本当にありがとうございました！

白木パノラマ孔園の指定管理者を募集します！！白木パノラマ孔園の指定管理者を募集します！！

計量器の定期検査を実施します。計量器の定期検査を実施します。計量器の定期検査を実施します。計量器の定期検査を実施します。

□指定期間
　平成28年4月1日～平成33年3月31日まで（5年間）

□応募資格
管理業務の業務内容を履行できる能力があると認められる町内の法人又はその他の団体（個人は除く）で
あれば応募できます。ただし、「白木パノラマ孔園指定管理者募集要項」中「応募資格」の不適格要件に
該当する場合は、応募者となることはできません。

□募集要項の配布
　配布場所：江北町産業課耕地係又は、江北町役場ホームページからダウンロードして下さい。
　配布期間：平成27年8月3日（月）～平成27年9月18日（金）（配布時間：8時30分～17時00分）

□応募者説明会
　日　　時：平成27年8月31日（月）午後2時00分～　　場　　所：白木パノラマ孔園

※応募方法、応募書類、指定管理業務について説明会を開催します。（参加を希望される団体等は指定管
理者現地説明会参加申込書を8月28日（金）までに江北町産業課耕地係までご提出ください。）

※現地説明会に参加されない場合は、原則として指定管理の応募はできません。

□応募方法
　応募書類：「白木パノラマ孔園指定管理者募集要項」で指示する書類
　提 出 先：江北町役場産業課耕地係
　受付期間：平成27年8月31日（月）～平成27年9月18日（金）まで（期限厳守）
　　　　　 8時30分～17時00分まで（土・日曜日及び祝日を除く）

□選考方法
応募書類審査及び面接審査により選考します。面接審査の日時・会場等については、後日連絡します。選
考結果については、応募者全員に11月上旬ごろ文書にてお知らせを予定しています。

お問い合わせ先　江北町役場産業課耕地係
〒849-0592　佐賀県杵島郡江北町大字山口1651-1

TEL 0952-86-5615・FAX 0952-86-2130

取引や証明に使用する「はかり」は、2年に1度その精度を確認するために、使用者が定期検査を受
ける必要があります。

なお、所在場所検査※1を希望される方は別途申請が必要で、検査期間は9月24日～10月21日の間で行
われます。また、検査日の日程等は変更の可能性があります。
※1検査員が計量器のある場所まで出向きます

※定期検査の対象者でありながら検査を受けない場合、50万円以下の罰金に処すと規定されています。
また、不合格になったはかりを取引や証明に使用した場合、6ケ月以下の懲役若しくは50万円以下の
罰金、又は併科と規定されています。

◆ 検査日：9月4日（金）　 ◆ 時　間：10時～15時30分　 ◆ 場　所：江北町役場　車庫及び車庫前

詳しくは
佐賀県計量協会（TEL0952-31-1411）または、
役場総務企画課（TEL0952-86-5612）へお問い合せ下さい。
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特定健診結果説明会のおしらせ
　保健センターにて特定健診(集団健診)を受診された全員の方を対象に、結果説明会を下記のとおり
実施します。特定健診結果説明会では、健診結果の見方と健康づくりのヒントなどをお知らせします。
（結果説明会は、個別面談方式で結果をお返しします）
健診結果は原則として会場でのお渡しとなりますので、ぜひご参加ください。

〈結果説明会日程〉場所：保健センター
（ 7月27日～8月1日に、保健センターで健診を受けられた方が対象です）

(午前)  9：30～11：00

(午後)13：30～15：00

※指定された日に都合が合わない方は、対象地区以外の日にご参加ください。
◆健診結果で「動機づけ支援」・「積極的支援」の対象になられた方は保健指導が受けられます。生活改善

の機会としてぜひご活用ください。

みそ汁の塩分測定を実施します！みそ汁の塩分測定を実施します！
希望の方は、当日ご自宅の味噌汁を少量ご持参ください。その他にも、食生活改善推進員が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　や　　　　　　　　　　　　　　　　 などを行います！適塩みそ汁の試飲適塩みそ汁の試飲 減塩レシピの配布減塩レシピの配布

※特定健診については、保健センターでの集団健診を8月1日(土)まで実施しています。
　詳しくは広報７月号をご覧ください。

【お問い合わせ】　福祉課　保健係 （保健センター）TEL 71-6324

実 施 日 対　象　地　区 受 付 時 間
8月18日（火）

8月19日（水）

8月20日（木）

上小田地区・下小田地区

八町地区・惣領分地区・佐留志地区

山口地区・上記で都合の悪い方

　6月27日(土)に「空き家暮らしのススメ。」のイベントを開催しました。
空き家再生塾で改修した上小田の空き家のお披露目会や、実際に空き家を5軒巡るツアー、そしてアルパカ
さんの美味しいパンを食べながら、移住の話や江北町の魅力について語り合う座談会なども同時に行われま
した。当日は県内のみならず、長崎、福岡、熊本から、お友達同士、ご夫婦、ご家族など、色んな方がイベ
ントに参加してくださいました。
　今回、イベントの準備段階で二人共ヘロヘロになり本番も不安で一杯だったのですが、参加者の皆さんか
ら「すごく面白かった」「またやって欲しい」という声をいただき、そんな疲れもどこかへ吹っ飛びました ^ ^
またイベント開催にあたり、今回も沢山の方のご協力を頂きました。
ご協力いただいた皆さま本当にありがとうございました！
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　今年４月に実施しました「各種検診調査」に基づき、がん検診を申し込まれた方に、８月初旬に
通知書及び各種検診受診票（問診票）を事前に配布します。申し込みをされていない方は、保健セ
ンターまでお問い合わせください。

※対象年齢の基準は、平成２８年３月３１日現在です。７０歳以上の方は、検診料金は無料になります。
※子宮頸がん検診・乳がん検診は、２年に１回の隔年検診です。
※大腸がん検診は、８月３１日（月）から９月５日（土）の検診期間に、検査容器を配布します。
　容器回収は、９月７日（月）・８日（火）・９日（水）の３日間、保健センターで実施します。

平成27年度  江北町総合がん検診のお知らせ

※検診会場には、検診通知・検診受診票（問診表）・健康手帳（お持ちの方）・検診料金を持参下さい。
お問合せ先：江北町保健センター　　電話　７１－６３２４

１　検診日程　平成27年８月31日(月)～９月５日(土)

２　検診料金・内容等

結核検診
肺がん検診
胃がん検診
大腸がん検診
前立腺がん検診
子宮頸がん検診
乳がん検診
骨粗鬆症検診

肺がん検診

結核・肺がん検診

胃がん検診

大腸がん検診

前立腺がん検診

子宮頸がん検診

乳がん検診

骨粗鬆症検診

４０～６４歳の方

６５歳以上の方

４０歳以上の方

４０歳以上の方

５０歳以上男性

２０歳以上女性

４０歳以上女性
節目年齢 女性のみ

（40･45･50･55･60･65･70歳）

２００円

２００円

１，０００円

５００円

６００円

６００円

１，０００円

６００円

胸部レントゲン撮影

胸部レントゲン撮影

胃透視（バリウム）

便潜血検査（当日容器配布）

静脈血より採血

子宮頸部の細胞診

視診・触診・乳房レントゲン(ﾏﾝﾓ)

手根骨レントゲン

検診項目

検診項目 対象者 検診料金 内　　容

受付時間 実施月日 対象地区 会場

8:30～10:30

★乳がん検診の受付
は先着55名になり
次第終了します。

★子宮頸がん検診の
開始時間は午前10
時からです。

８月31日（月）

９月１日（火）

９月２日（水）

９月３日（木）

９月４日（金）

９月５日（土）

岳・上区・石原・観音下・白木・花祭

大西・東区・南郷・八北・八中・八南・門前

新宿・東分・西分・土元・野口

祖子分・馬場・上惣・下惣・江口・正徳
下分

上分・宿・高砂・浪花・仲町・平山・新町
日出町・鹿の口・岩屋

予備日（全地区対象）
指定日に受診できない方等

保
健
セ
ン
タ
ー

※地区割りをしていますが、都合が合わない方は、検診期間中で都合のよい日に受診してください。

※骨粗鬆症検診は、８月３１日（月）、９月２日（水）、４日（金）、５日（土）の４日間のみ実施します。
　受診希望の方は検診日にご注意ください。

○平成27年10月１日から行政区の名称が変わります
町営住宅上小田団地の建替移転に伴い、これまでの「岩屋（いわや）」区が「原宿（はらしゅ
く）」区に、「大字上小田1985・1949番地」が「大字上小田1579番地」に行政区名称・位置変
更になります。
その他詳細は、住民さん宛てに担当部署より後日お知らせいたします。

8広
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平成27年度 江北町職員採用試験について

試　験　日 平成27年９月20日（日）　午前９時30分集合

平成27年10月下旬～11月上旬に第一次試験の合格者について実施します。

佐賀県立佐賀工業高等学校　佐賀市緑小路１番１号

高等学校卒業程度の一般知識・知能について五枝択一式による
筆記試験

平成2年4月2日から平成10年4月1日までに生まれた者。
（学歴は問いません。）（居住地要件あり）

平成27年８月３日（月）から８月21日（金）まで（土・日除く）
受付時間は、午前８時30分から午後５時15分までです。

江北町役場　２階　総務企画課　
※郵送による申込受付けは８月２１日当日消印有効。

試　験　地
第一次試験

試験区分 採用予定 受　験　資　格

一般事務A

保健師

申込書の請求先

申　込　方　法

受　付　期　間

受　付　場　所

２人

保育士・　
幼稚園教諭

２人

第二次試験

試 験 内 容

※居住地要件等の詳細については、ホームページをご覧になるか、直接お問い合わせ下さい。

※郵送で申込書の請求を希望する場合は、封筒の表に『採用試験申込書請
求』と朱書し、必ず１２０円切手を貼った宛先明記の返信用封筒（角型２号）
を同封し江北町役場総務企画課まで郵送のこと。

昭和60年4月2日以降に生まれた者で、保育士及び幼稚園教諭２種免許
以上の資格を有する者。又は、平成28年３月31日までに資格取得見込
の者に限る。（学歴は問いません。）（居住地要件なし）

１人
昭和60年4月2日以降に生まれた者で、保健師の資格を有する者。又
は、平成28年３月31日までに資格取得見込の者に限る。（学歴は問い
ません。）（居住地要件なし）

受験申込書に必要事項を記入し、写真欄に平成２７年４月以降に撮影した
本人の写真を該当箇所に貼ってください。受験票裏面には５２円切手を貼
り、宛先及び郵便番号を明記してください。
※郵送で申込む場合は、必ず簡易書留で郵送のこと。

○江北町役場　総務企画課（江北町大字山口１６５１番地１）

○採用試験についての問い合わせ先　　総務企画課　行政係　☎０９５２－８６－２１１１
http://www.town.kouhoku.saga.jp/

○受付期間等

○受験手続

○試験区分、採用予定人数及び受験資格

○試験日程、試験内容

9 広
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　今日は小学校１年生の参観日です。Ａさんのお父さんは休みを取って浮き浮き
しながら学校へ向かいました。
　算数の時間です。今まで学習した、いくつといくつの「３と２は　いくつ□」
□を見つける復習をして、今日は「５にしましょう。５は　３といくつ□」□は
いくつでしょうを見つける勉強ですと問題を出されました。すぐにさっと手を挙
げる者、なかなか手が挙がらず、指を使いながら考える者と色々です。さっと手
を挙げた子どもが指名され正しい答えを発表してほめられました。Ａさんの子ど
もはうらやましそうにほめられた子どもを見ています。授業のあと懇談会があ
り、担任から今日の算数の学習は難しいところです、「そのうちにわかってきま
す。」と言われたそうです。でもＡさんは我が子が「さっ」と手を挙げることが
できず、指を使っていたので「カーッ」となってしましました。会が終わり親子
で一緒に帰る途中「何で、あんな問題できなかったの、そんなことなら、かけ算
もできなくなるよ。」と親の気持ちをはき出しました。親は心配でわが子に話し
たのでしょうが、子どもは子どもで考えていたのです。一生懸命考えていたのに
と、親に「ツーン」としたそうです。この親子のやりとりは、色々なことを考え
させられます。
○カーッときた親の気持ちも分かります。こんなにやさしいのに何で分からない
のか。指は使うなと言っているのにまだ指を使っている。
○子どもは、今までと違って今日は難しいぞ、だから指でやったのに。何でお父
さんはこんな事を言うの。
○すぐ手が挙がらなかった子どもの姿だけを見て、しかったり、他の者と比べた
りすれば、子どもはどう思い、どんな言動をするようになるでしょうか。

●ほめてあげればそこがのびる　　
　親が永年生きてくる中で身につけてきたレベルで、自分と同じように子ども
を見ていないでしょうか。子どもは経験が浅く今から多くの学習・体験をしな
がら考える力、やさしい思いやりの心、元気な体をつくり、生きる力をつけて
いきます。
　良いところを見つけ、ほめて・ほめて・ほめあげましょう。

教 育 の
ス ス メ

親の思い　子の思い
教育委員会　教育長　赤 坂 　 章
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金
丸
祐
樹　

議
員

問　

通
学
路
の
メ
イ
ン
通

り
で
あ
る
東
分
・
祖
子
分

線
。
小
学
校
や
中
学
校
、

う
る
る
、
幼
児
教
育
セ
ン

タ
ー
が
あ
り
、
朝
夕
は
か

な
り
の
交
通
量
が
あ
る
。

歩
道
の
縁
石
の
間
の
植
栽

だ
が
、
無
い
所
や
、
高
さ

も
ま
ば
ら
で
危
険
で
あ
る
。

ま
た
、
植
木
が
児
童
と
車

両
と
の
死
角
と
な
り
う
る
。

植
栽
が
歩
道
と
の
防
護
柵

と
な
り
え
る
の
か
ど
う
か
。

今
後
の
必
要
性
は
。

　

人
身
事
故
発
生
件
数
が

多
い
中
、
早
急
な
対
策
を
。

町
長　

国
道
二
○
七
号
線

交
差
点
か
ら
、
さ
わ
や
か

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
一

号
幹
線
水
路
）
ま
で
は
ガ

ー
ド
パ
イ
プ
を
設
け
て
い

る
。
し
か
し
、
町
道
宿
～

城
ノ
井
樋
線
の
交
差
点
ま

で
の
歩
道
脇
の
植
栽
に
つ

い
て
は
検
討
し
た
い
。

　

通
学
路
の
安
全
点
検
と

い
う
の
が
警
察
、
学
校
や

教
育
委
員
会
等
で
年
に
何

回
か
実
施
し
て
い
る
。

　

そ
う
い
う
点
検
の
中
で

協
議
を
し
て
、
歩
行
者
の

安
全
確
保
を
第
一
に
検
討

を
し
て
い
く
。

問　

ゴ
ミ
の
排
出
量
の
増

加
や
環
境
汚
染
な
ど
深
刻

な
問
題
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

住
民
の
ゴ
ミ
問
題
に
関
し

て
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
。

コ
ス
ト
等
の
問
題
は
あ
る

が
、
多
数
の
要
望
で
あ
る

サ
イ
ズ
ア
ッ
プ
を
検
討
す

べ
き
で
は
。

町
長　

小
城
市
は
大
が
四

〇
リ
ッ
ト
ル
、
江
北
町
は

大
が
三
〇
リ
ッ
ト
ル
。
考

え
ら
れ
る
の
は
、
か
え
っ

て
重
た
く
な
り
持
ち
運
び

が
大
変
に
な
る
の
で
は
。

材
質
等
も
考
慮
し
検
討
を

し
て
い
く
。

問　

コ
ス
ト
の
問
題
は
あ

る
が
、
い
く
ら
か
で
も
価

格
を
安
く
で
き
な
い
か
。

町
長　

消
費
税
が
５
％
か

ら
８
％
に
変
更
さ
れ
た
が
、

価
格
に
つ
い
て
は
据
え
置

い
て
い
る
。
現
在
伊
万
里

市
に
建
設
中
の
ゴ
ミ
処
理

場
の
建
設
費
負
担
や
、
収

集
運
搬
委
託
料
等
も
遠
く

な
り
費
用
が
増
す
。
現
行

の
価
格
で
お
願
い
し
た
い
。

問　

一
人
暮
し
、
少
人
数

向
け
に
、
バ
ラ
売
り
は
で

き
な
い
か
。

町
長　

各
販
売
店
で
対
応

を
お
願
い
し
た
い
。

問　

子
ど
も
や
高
齢
者
の

方
が
分
別
を
し
や
す
い
よ

う
に
、
ゴ
ミ
袋
に
品
目
の

イ
ラ
ス
ト
を
載
せ
ら
れ
な

い
か
。

町
長　

印
刷
の
原
稿
を
作

り
直
す
必
要
が
あ
る
の
で

作
成
費
用
が
必
要
に
な
る
。

ま
た
、
ゴ
ミ
袋
の
表
面
の

説
明
書
き
と
イ
ラ
ス
ト
が

入
る
と
煩
雑
に
な
り
見
に

く
く
な
る
の
で
は
。　
　

　

現
在
、
江
北
町
に
は
町

内
各
家
庭
へ
配
布
し
て
い

る
ゴ
ミ
の
分
け
方
、
出
し

方
と
い
う
ポ
ス
タ
ー
を
参

考
に
し
な
が
ら
出
し
て
頂

き
た
い
。

問　

ゴ
ミ
袋
の
裏
面
に
分

別
種
類
の
イ
ラ
ス
ト
を
掲

載
で
き
な
い
か
。

町
長　

原
稿
か
ら
作
り
直

す
必
要
が
あ
る
が
、
業
者

と
相
談
を
し
て
費
用
等
も

含
め
検
討
し
て
い
く
。

植栽については撤去の考えがある
通学路の安全点検のなかで協議をしていく

町長

一
般
質
問

町道（東分・祖子分線）
通学路の危険性について検討を

イ
ラ
ス
ト
入
り
の
ゴ
ミ
袋

小
城
市（
左
）　
江
北
町（
右
）

町
長　

他
市
町
の
サ
イ
ズ
や
材
質
、
価
格
等
を

考
慮
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

町
指
定
ゴ
ミ
袋
の

　
　
　
　

サ
イ
ズ
変
更
を

植栽が無くなっている箇所
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渕
上
正
昭　

議
員

問　

東
日
本
大
震
災
の
よ

う
な
大
規
模
災
害
が
発
生

し
、
役
場
が
損
壊
等
で
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

な
ど
、
行
政
の
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
の
対
応
と
し

て
、
直
接
町
民
の
生
活
に

か
か
わ
る
戸
籍
や
住
民
登

録
等
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体

制
は
。

町
長　

戸
籍
に
関
し
て
は

各
市
町
村
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
つ
な
が
れ
た
北
海
道

と
関
西
圏
の
２
ヶ
所
の
戸

籍
副
本
デ
ー
タ
管
理
セ
ン

タ
ー
で
、
逐
次
最
新
の
情

報
に
更
新
さ
れ
管
理
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
住
民
登

録
情
報
や
税
情
報
、
国
民

健
康
保
険
、
国
民
年
金
に

関
す
る
情
報
、
そ
の
他
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
処
理
し

て
い
る
情
報
等
は
、
全
て

杵
藤
地
区
広
域
市
町
村
圏

組
合
の
電
算
セ
ン
タ
ー
で

管
理
さ
れ
て
い
る
。

総
務
企
画
課
長　

財
務
会

計
シ
ス
テ
ム
や
地
籍
の
シ

ス
テ
ム
な
ど
に
つ
い
て
は
、

郷
土
資
料
館
に
設
置
し
て

い
る
サ
ー
バ
―
で
管
理
し

て
い
る
が
、
今
後
、
遠
隔

地
で
の
デ
ー
タ
保
管
に
つ

い
て
、
検
討
し
た
い
。

問　

災
害
対
策
本
部
な
ど
、

全
て
の
行
政
機
能
の
中
心

と
な
る
役
場
が
被
災
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
機

能
が
著
し
く
低
下
す
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
役
場
以

外
に
拠
点
と
な
る
施
設
が

必
要
で
あ
る
と
思
う
が
、

そ
の
対
策
は
。

町
長　

新
た
に
建
物
を
建

設
す
る
こ
と
は
難
し
く
、

状
況
を
判
断
し
て
、
現
在

の
町
有
施
設
の
中
か
ら
代

替
の
機
能
を
果
た
せ
る
施

設
で
対
応
す
る
が
、
災
害

規
模
が
大
き
く
、
本
町
だ

け
で
は
対
応
で
き
な
い
場

合
は
、
佐
賀
県
の
地
域
防

災
計
画
に
基
づ
き
、
県
と

連
絡
を
取
り
な
が
ら
対
応

し
て
い
く
。

問　

第
５
次
総
合
計
画
基

本
計
画
の
後
期
計
画
に
防

災
上
の
危
機
管
理
体
制
の

強
化
を
反
映
さ
せ
て
は
。

町
長　

盛
り
込
ん
で
い
く
。

問　

本
町
で
は
災
害
時
避

難
に
援
護
が
必
要
な
方
を

把
握
さ
れ
て
い
る
か
。

町
長　

平
成
25
年
３
月
か

ら
区
長
会
及
び
民
生
児
童

委
員
会
に
災
害
時
要
援
護

者
の
登
録
奨
励
を
お
願
い

し
、
避
難
支
援
が
必
要
な

方
の
住
所
、
氏
名
な
ど
基

本
的
な
情
報
の
ほ
か
に
、

緊
急
連
絡
先
や
地
域
支
援

者
な
ど
の
登
録
を
行
っ
て

い
る
。
そ
の
情
報
は
、
町

で
管
理
す
る
と
と
も
に
、

地
元
の
区
長
、
民
生
児
童

委
員
、
ま
た
自
主
防
災
組

織
へ
提
供
し
て
い
る
。

問　

災
害
弱
者
に
対
す
る

避
難
施
設
の
整
備
状
況
に

つ
い
て

町
長　

町
が
指
定
し
て
い

る
避
難
施
設
は
10
ヶ
所
で

一
般
の
指
定
避
難
所
で
の

生
活
が
難
し
い
方
の
た
め

に
保
健
セ
ン
タ
ー
と
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
福
祉

避
難
場
所
と
し
て
指
定
し
、

１
階
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

町
が
設
置
し
た
避
難
場
所

で
は
、
避
難
生
活
が
困
難

な
方
の
た
め
に
町
内
の
介

護
保
険
施
設
の
る
ん
び
に

園
と
し
ゃ
く
な
げ
と
協
定

を
結
び
、
福
祉
避
難
場
所

と
し
て
利
用
で
き
る
。

一
般
質
問 本町で対応できない場合は、県と連携し対応する。また、

戸籍や住民登録等のバックアップ体制は整備している。
町長

役場が損壊等により機能を喪失した
場合の対応について

江北町地震記録（過去10年間）

震度
発生日時 震源地 M 地震名

2015 年 5 月 31 日時点

2005/3/20 福岡 75 弱

4

3

2

1

西方沖地震

2005/4/20 福岡 5.8 ---

2005/4/20 福岡 5.1 ---

2015/5/30 小笠原 8.1 ---

2015/5/27 福岡 4 ---

江北町山口で各震度を観測した最新の地震

町
長　

把
握
し
名
簿
を
作
成
し
て
い
る
。
ま
た
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
し
た
福
祉
避
難
場
所
も
確
保

災
害
弱
者
へ
の
対
策
に
つ
い
て

老人福祉センター



一
般
質
問

議会だより議会だより

14広
報こうほく 議会だより

井
上
敏
文　

議
員

地理的優位性を活かしたまちづくりを盛り込む町長

国の地方創生「長期ビジョン・
総合戦略」による我が町の方針は

問　

国
は
石
破
地
方
創
生

担
当
大
臣
の
も
と
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

本
部
」
を
立
ち
上
げ
、
将

来
の
人
口
減
少
、
都
市
へ

の
１
極
集
中
を
解
消
す
べ

く
今
、
地
方
創
生
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
我
が
町
で

も
「
総
合
戦
略
策
定
推
進

委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
、

議
論
し
て
い
る
。
国
の
基

本
方
針
で
は
「
①
雇
用
の

創
出
②
地
方
へ
の
流
れ
を

つ
く
る
③
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
の
希
望
を
か
な
え

る
④
時
代
に
あ
っ
た
地
域

を
つ
く
る
」
と
し
て
い
る

が
、
町
民
に
は
わ
か
り
に

く
い
と
思
う
。
こ
の
地
方

創
生
に
つ
い
て
、
本
町
の

方
針
と
そ
の
概
要
は
。
ま

た
、
来
年
度
か
ら
始
ま
る

本
町
の
過
疎
計
画
、
総
合

計
画
の
後
期
５
ヶ
年
計
画

と
地
方
創
生
総
合
戦
略
の

５
ヶ
年
計
画
と
の
違
い
は
。

町
長　

４
月
に
「
江
北
町

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
策
定
委
員

会
」
を
設
置
し
、
い
ま
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
の
協
議
を
し

て
い
る
。
国
の
４
つ
の
基

本
目
標
に
つ
い
て
は
、
本

町
の
地
理
的
優
位
性
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
盛

り
込
ん
で
い
く
。
過
疎
計

画
等
後
期
計
画
の
重
点
施

策
は
、
ハ
ー
ド
事
業
と
し

て
高
砂
住
宅
、
小
学
校
の

改
築
、
公
園
の
整
備
等
財

源
を
見
な
が
ら
進
め
て
い

く
。
総
合
戦
略
は
、
本
町

の
特
性
を
活
か
し
た
ソ
フ

ト
事
業
等
が
主
で
あ
る
。

問　

７
年
後
に
新
幹
線
フ

リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
が

本
町
を
走
る
予
定
。
一
昨

年
の
９
月
議
会
で
は
、
駅

北
整
備
計
画
を
作
る
と
答

弁
さ
れ
て
い
る
。
本
町
の

後
期
計
画
の
ひ
と
つ
の
転

機
と
し
て
、
こ
の
新
幹
線

の
開
通
を
に
ら
ん
で
駅
北

整
備
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
。

町
長　

新
幹
線
開
通
が
７

年
後
と
い
う
の
は
ま
だ
不

透
明
で
あ
り
、
後
期
５
ヶ

年
計
画
は
そ
の
期
限
に
は

と
ら
わ
れ
な
い
。

問　

岩
屋
団
地
移
転
に
よ

り
新
築
さ
れ
た
上
小
田
住

宅
の
行
政
区
の
名
称
は
。

近
年
、
公
営
住
宅
の
管
理

に
つ
い
て
は
、
他
の
自
治

体
に
お
い
て
も
民
間
事
業

者
に
よ
る
指
定
管
理
へ
の

導
入
が
進
ん
で
い
る
。
現

在
建
て
替
え
中
の
上
小
田

町
営
住
宅
の
管
理
・
運
営

に
つ
い
て
、
指
定
管
理
制

度
を
導
入
す
る
考
え
は
。

ま
た
、
今
回
、
町
営
住
宅

の
新
築
を
契
機
と
し
て
、

経
営
感
覚
を
も
っ
て
特
別

会
計
で
運
営
す
る
こ
と
も

必
要
と
思
う
。
更
に
今
後
、

高
砂
団
地
、
上
惣
団
地
も

含
め
、
町
営
住
宅
全
体
の

計
画
は
ど
う
す
る
の
か
。

町
長　

新
し
い
上
小
田
住

宅
の
地
区
名
は
石
原
の
原

と
小
田
宿
の
宿
の
文
字
を

取
っ
て
原
宿
と
す
る
。
指

定
管
理
は
高
砂
、
上
惣
住

宅
も
含
め
て
検
討
し
た
い
。

町
営
住
宅
の
特
別
会
計
に

つ
い
て
は
予
算
書
の
内
訳

で
各
住
宅
の
歳
入
歳
出
が

分
か
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

高
砂
住
宅
も
老
朽
化
し
て

い
る
の
で
、
総
合
計
画
等

に
載
せ
て
計
画
し
て
い
く
。

地理的優位性を活かした本町のまちづくりの
中心となる肥前山口駅

上小田町営住宅

町
長　

指
定
管
理
は
町
営
住
宅
全
体
で
検
討
す
る
。

　
　
　

高
砂
住
宅
の
改
修
も
検
討
し
て
い
く

町
営
住
宅
の

  

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
と 

  

今
後
の
住
宅
運
営
に
つ
い
て
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問　

農
地
集
積
と
中
山
間

に
つ
い
て
、
農
水
省
は
５

月
19
日
、
農
地
中
間
管
理

機
構
に
つ
い
て
平
成
26
年

度
の
実
績
を
発
表
し
た
。

全
国
で
３
万
１
千
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
目
標
面
積
の
22
％

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
我

が
町
の
現
状
は
ど
う
な
の

か
、
中
山
間
地
域
と
平
坦

部
、
江
北
町
は
鉱
害
復
旧

と
併
せ
て
農
地
及
び
土
地

改
良
施
設
が
整
備
さ
れ
て

い
る
。
旧
長
崎
街
道
か
ら

北
部
に
つ
い
て
は
、
中
山

間
地
域
総
合
事
業
で
整
備

さ
れ
た
も
の
の
一
筆
当
り

の
面
積
は
小
さ
く
、
用
水

も
掛
け
水
で
あ
る
。
こ
の

様
に
耕
作
条
件
の
悪
い
地

域
の
農
地
が
集
積
で
き
る

と
思
う
か
。
担
い
手
が
来

て
く
れ
る
か
不
安
で
あ
る
。

中
山
間
地
域
に
つ
い
て
は
、

掛
水
方
式
で
あ
り
、
溜
め

池
か
ら
の
直
接
取
水
、
い

わ
ゆ
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の

導
入
と
思
う
が

町
長　

農
地
中
間
管
理
事 

業
の
現
状
は
農
地
貸
付
け

希
望
の
申
し
出
者
が
４
件

で
３
，
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

確
か
に
農
地
中
間
管
理
機

構
へ
の
農
地
の
借
り
受
け

希
望
者
の
ほ
と
ん
ど
が
平

坦
地
域
を
希
望
さ
れ
て
い

る
。
旧
長
崎
街
道
か
ら
北

部
の
地
域
に
つ
い
て
は
一

筆
当
り
の
平
均
面
積
は
、

小
さ
く
、
殆
ど
が
た
め
池

か
ら
の
掛
け
水
方
式
で
あ

り
、
国
が
目
指
し
て
い
る

農
地
集
積
に
つ
い
て
は
厳

し
い
条
件
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
導
入

に
つ
い
て
は
、
土
地
改
良

事
業
が
実
施
済
み
で
あ
り
、

基
盤
整
備
事
業
等
で
実
施

を
考
え
た
場
合
、
地
元
負

担
等
も
発
生
す
る
こ
と
か

ら
現
実
的
で
は
な
い
の
で

は
、
と
考
え
て
い
る
。　

問　

国
土
を
守
る
、
農
地

を
守
る
役
目
を
中
山
間
は

果
た
し
て
い
る
。
国
の
考

え
も
あ
る
が
、
町
独
自
の

考
え
で
、
補
助
事
業
等
も

含
め
て
や
っ
て
頂
き
た
い
。

町
長　

町
と
し
て
も
い
ろ

い
ろ
な
補
助
事
業
が
あ
れ

ば
、
そ
う
い
う
も
の
を
採

用
し
な
が
ら
提
示
を
し
て

い
き
た
い
。

問　

中
山
間
地
域
に
は
灌

水
施
設
が
あ
る
が
、
こ
の

灌
水
施
設
の
水
を
施
設
園

芸
な
ど
に
利
用
し
、
団
地

化
推
進
が
出
来
な
い
か
。

産
業
課
長　

果
樹
鉱
害
に

つ
い
て
は
、
国
庫
補
助
で

実
施
し
て
お
り
ミ
カ
ン
に

の
み
灌
水
で
き
る
。

問　

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
に

蔓
を
巻
か
せ
た
ほ
う
が
い

い
の
か
、
有
効
利
用
出
来

る
よ
う
考
え
る
べ
き
で
は
。

基
金
は
町
で
管
理
し
て
い

る
、永
久
に
出
来
な
い
の
か
。

産
業
課
長　

ミ
カ
ン
の
栽

培
に
限
定
し
て
鉱
害
認
定

を
受
け
設
置
さ
れ
て
い
る
。

施
設
の
維
持
管
理
や
更
新

は
基
本
条
例
に
基
づ
い
て

行
う
と
な
っ
て
い
る
。

　
問　

こ
の
散
策
路
に
イ
ノ

シ
シ
が
出
没
し
て
い
る
形

跡
が
あ
る
が
、
今
の
と
こ

ろ
人
的
被
害
は
あ
っ
て
な

い
が
被
害
事
前
防
止
の
対

策
を
す
べ
き
で
は
。
次
に

散
策
路
に
は
町
内
を
展
望

す
る
ベ
ン
チ
が
据
え
て
あ

る
が
竹
林
等
で
見
え
な
い
。

地
権
者
の
同
意
を
得
て
伐

採
で
き
な
い
か
。 

町
長　

今
後
は
公
園
内
に

イ
ノ
シ
シ
注
意
の
看
板
等

の
設
置
を
検
討
す
る
。
竹

林
の
伐
採
は
８
月
中
に
は
、

完
了
し
た
い
。

問　

町
内
に
は
指
定
避
難

所
が
10
カ
所
あ
る
が
、
そ

こ
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
避
難

誘
導
灯
の
設
置
を
。

町
長　

町
管
理
の
街
路
灯

が
１
４
０
基
、
防
犯
灯
７

３
１
基
、
今
年
度
24
基
設

置
の
予
定
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し

て
い
る
。
今
ま
で
同
様
、

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
要
望

し
て
頂
け
れ
ば
対
応
し
て

い
き
た
い
。
避
難
施
設
周

辺
へ
の
設
置
に
つ
い
て
今

後
検
討
し
た
い
。

坂
井
正
隆　

議
員

土地改良済みであり、地元負担等も発生することから
現実的でないと考えている。

町長

農地集積と中山間地域　掛水の方式から
溜池より直接パイプラインで配水出来ないか

桜
山
公
園
散
策
路

に
つ
い
て

避
難
誘
導
灯
の
設

置
を

見通しの悪い散策路

避難誘導灯（大町町）

掛水方式の中山間農地
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三
苫
紀
美
子 

議
員

・放課後児童クラブ多子利用料軽減を検討する
・病後児病児保育を町報等で周知していきたい

町長

問　

子
育
て
支
援
新
制
度

に
向
け
て
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
計
画
が
策
定
さ
れ

て
い
る
が
、
子
育
て
ニ
ー

ズ
調
査
の
結
果
が
ど
の
よ

う
に
反
映
さ
れ
た
か
。
又

誰
も
が
産
み
育
て
る
事
が

出
来
る
環
境
整
備
の
目
的

に
子
育
て
中
の
保
護
者
の

声
が
十
分
に
届
い
た
計
画

に
な
っ
て
い
る
か
。

町
長　

調
査
の
結
果
は
、

教
育
・
保
育
の
サ
ー
ビ
ス

の
見
込
み
量
算
出
や
子
育

て
支
援
施
策
の
参
考
と
し

た
。
又
、
保
育
所
の
０
歳
～

２
歳
児
ま
で
の
受
け
入
れ

数
及
び
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
対
象
が
６
年
生
ま
で

拡
大
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

受
け
入
れ
数
の
確
保
策
を

計
画
に
盛
り
込
ん
で
い
る
。

問　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
現
状
は
。

課
長　

本
年
度
の
登
録
児

童
１
１
０
名
。
発
達
障
が

い
児
の
受
け
入
れ
は
優
先

的
に
し
て
い
る
。
特
別
支

援
員
１
名
配
置
し
て
い
る
。

問　

ひ
と
り
親
家
庭
の
第

２
子
以
降
の
利
用
料
軽
減

措
置
が
で
き
な
い
の
か
。

他
市
町
は
実
施
さ
れ
て
い

る
が
。

町
長　

今
年
度
よ
り
18
時

30
分
ま
で
時
間
延
長
。
値

上
げ
は
し
て
い
な
い
。
多

子
軽
減
措
置
は
検
討
し
て

い
く
。

問　

古
賀
小
児
科
内
科
病

院
で
病
後
児
保
育
を
し
て

頂
い
て
い
る
が
、
病
児
保

育
の
委
託
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。
働
く
母
親
支

援
と
し
て
も
っ
と
周
知
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　

子
育
て
中
の
保
護

者
の
支
援
と
し
て
ニ
ー
ズ

の
高
い
事
業
で
今
後
も
継

続
し
、
病
児
保
育
に
つ
い

て
も
今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
。

課
長　

古
賀
小
児
科
内
科

病
院
自
体
周
知
活
動
さ
れ

て
い
る
が
、
行
政
と
し
て

サ
ポ
ー
ト
に
あ
た
り
広
報

し
て
い
き
た
い
。

問　

幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー

の
芝
生
の
く
ぼ
み
の
水
が

は
け
な
い
。
雨
の
日
の
対

応
を
。

課
長　

雨
の
日
に
保
護
者

の
方
が
苦
労
さ
れ
て
い
る

現
状
を
見
て
歩
き
や
す
い

部
分
を
決
め
て
対
応
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問　

超
高
齢
社
会
を
迎
え

い
か
に
健
康
寿
命
を
延
ば

す
か
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

本
年
度
の
重
点
施
策
は
。

町
長　

特
定
健
診
・
特
定

保
健
指
導
の
受
診
率
50
％

を
目
標
。
医
療
機
関
で
の

個
別
検
診
を
２
月
ま
で
延

長
。

問　

従
来
の
家
族
形
態
の

変
容
に
よ
り
家
族
や
地
域

関
係
が
希
薄
の
状
態
の
中
、

地
区
で
の
高
齢
者
サ
ロ
ン

の
事
業
の
回
数
拡
大
は
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
、
毎
月
何
年
も

地
区
で
実
施
し
続
け
て
効

果
を
感
じ
て
い
る
。
近
く

の
集
会
所
で
の
実
施
を
望

む
高
齢
者
の
声
を
聴
い
て

ほ
し
い
。
町
長
の
考
え
は
。

町
長　

本
年
度
も
社
協
で

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ

ン
を
15
回
開
催
、
社
協
で

ふ
や
せ
る
か
検
討
す
る
。

問　

空
家
対
策
推
進
特
別

措
置
法
施
行
へ
の
対
応
は
。

管
理
さ
れ
ず
住
民
が
迷
惑

し
て
い
る
草
木
の
刈
り
取

り
は
特
別
措
置
法
で
行
政

の
対
応
が
で
き
な
い
か
。

町
長　

家
屋
等
で
空
き
地

も
入
る
が
、
管
理
に
対
す

る
助
成
は
行
っ
て
い
な
い
。

子育て支援について

高
齢
者
支
援
の

充
実
に
つ
い
て

町
長　
高
齢
者
サ
ロ
ン

を
増
や
せ
る
か
検
討
す
る

速やかに対応された幼児教育センターの足場

空
き
家
・
空
き
地

対
策
に
つ
い
て

町
長　

立
ち
入
り
調
査

申
請
後
危
険
家
屋
に
は

行
政
指
導
を
行
っ
て
い

る
。

ＮＰＯふれあいサロンの様子
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土
渕
茂
勝　

議
員

現行どおりとしたい町長

問　

３
月
議
会
で
も
と
り

あ
げ
た
が
、
学
校
給
食
を

無
料
に
す
る
こ
と
で
、
子

育
て
世
代
へ
の
支
援
、
移

住
を
促
進
し
、
人
口
増
に

つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え

る
。
そ
の
実
現
に
着
手
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
高
校
卒
業
ま
で

の
医
療
費
の
無
料
化
、
未

婚
の
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の

寡
婦
控
除
の
み
な
し
適
用

も
必
要
、
実
現
を
求
め
る
。

町
長　

確
か
に
人
口
増
加

の
政
策
の
一
つ
と
し
て
推

進
し
て
い
く
こ
と
は
効
果

的
な
政
策
と
思
っ
て
い
る
。

　

町
の
厳
し
い
財
源
の
中
、

ど
う
い
っ
た
支
援
を
優
先

す
べ
き
な
の
か
、
ま
た
一

時
的
な
移
住
と
な
ら
な
い

よ
う
に
、
給
食
費
の
補
助

は
現
行
通
り
と
し
た
い
。

　

高
校
卒
業
ま
で
の
医
療

費
の
無
償
化
に
つ
い
て
は

他
の
子
育
て
支
援
や
町
の

財
政
状
況
が
許
す
範
囲
内

で
優
先
順
位
の
高
い
も
の

か
ら
実
施
し
て
い
く
。

　

未
婚
の
ひ
と
り
親
家
庭

に
つ
い
て
は
地
方
税
法
の

改
正
が
な
い
限
り
、
寡
婦

控
除
は
適
用
で
き
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
保
育

料
な
ど
の
町
だ
け
の
使
用

料
金
な
ど
に
つ
い
て
は
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

埼
玉
県
滑
川
町
で
は

学
校
給
食
の
無
料
化
、
高

校
生
ま
で
の
医
療
費
助
成

で
人
口
を
30
％
も
増
加
さ

せ
た
。
江
北
町
も
そ
の
教

訓
に
学
び
、
人
口
増
に
つ

な
げ
る
べ
き
だ
。

町
長　

学
校
給
食
を
、
全

学
年
無
料
化
す
る
こ
と
は

保
護
者
に
と
っ
て
は
、
そ

れ
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い

と
思
う
が
、
そ
れ
が
一
番

や
る
こ
と
か
ど
う
か
、
今

考
え
て
い
る
。

　

給
食
費
の
み
な
ら
ず
、

高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無

料
化
、
そ
の
他
、
一
番
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
検
討
し
て
い
く
。

問　

国
保
税
の
引
き
下
げ

は
町
民
の
願
い
。
昨
年
10

％
引
き
上
げ
た
結
果
、
県

内
で
３
番
目
に
高
い
税
額

と
な
っ
た
。

　

こ
の
15
年
間
の
あ
い
だ

に
２
倍
に
も
な
っ
て
お
り
、

こ
の
間
町
民
の
所
得
は
減

り
、
年
金
は
減
ら
さ
れ
て

い
る
。

　

国
保
税
の
負
担
が
ど
ん

な
に
重
い
か
、
町
長
は
認

識
し
て
い
る
か
。

町
長　

国
民
健
康
保
険
は

独
立
採
算
で
や
っ
て
い
る
。

医
療
費
の
高
騰
が
続
く
中

で
、
そ
し
て
ま
た
、
高
齢

者
が
増
え
て
い
く
中
で
保

険
税
が
足
ら
な
く
な
っ
て

く
る
現
状
が
あ
る
。

　

県
下
統
一
ま
で
、
こ
れ

以
上
値
上
げ
し
な
い
で
頑

張
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

問　

国
の
支
出
を
も
っ
と

要
求
す
べ
き
だ
。

学校給食を無料に

江北町子ども体験教室

町
長　

こ
れ
以
上
値
上
げ
し
な
い
で
頑
張
る

国
保
税
の
引
き
下
げ
を

年　度

2014年

2013年

2012年

2011年

2010年

2005年

2000年

1995年

1990年

1985年

1980年

割　合

26.20%

26.60%

27.30%

28.10%

25.60%

30.60%

34.90%

36.40%

38.00%

46.00%

57.50%

国保総収入に占める
国庫支出の割合

（
資
料
元

　国
、
江
北
町
福
祉
課
）
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問　

農
業
、
農
村
の
状
況

は
、
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
、

農
業
所
得
の
減
少
等
が
進

行
す
る
な
ど
、
厳
し
さ
が

増
し
て
い
る
状
況
。

　

農
業
委
員
会
は
、
分
散

し
た
農
地
の
集
約
に
向
け

て
耕
作
権
の
交
換
に
尽
力

を
し
、
農
作
業
の
効
率
化

や
安
全
性
の
向
上
を
図
ら

れ
、
遊
休
農
地
の
未
然
防

止
や
農
業
者
の
規
模
拡
大

に
も
貢
献
さ
れ
、
農
林
水

産
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
た
。

　

そ
こ
で
平
成
25
年
度
以

降
の
取
り
組
み
と
そ
の
効

果
は
。

町
長　

平
成
26
年
度
ま
で

の
実
績
は
、
２
カ
年
間

で
１
１
７
筆
、
25.6 

ha
で
す
。

効
果
は
、
①
移
動
距
離
を

少
な
く
し
、
集
約
し
て
作

物
栽
培
を
行
う
農
地
の
解

消
。
②
農
地
を
適
切
な
担

い
手
へ
集
約
し
、
規
模
拡

大
に
資
す
る
。
③
売
却
希

望
が
あ
っ
た
農
地
の
集
積
。

④
営
農
条
件
が
悪
く
、
返

却
の
申
し
出
が
あ
っ
た
農

地
の
集
積
。
⑤
町
外
の
入

作
者
の
農
地
を
町
内
の
担

い
手
へ
集
約
し
て
い
く
農

地
の
集
積
。

　

以
上
の
結
果
、
耕
作
者

の
同
一
地
区
内
で
の
農
地

集
積
率
は
、
平
成
22
年
度

92.9
％
か
ら
、
26
年
度
94.8
％

と
向
上
し
て
い
る
。

問　

新
た
な
遊
休
農
地
を

発
生
さ
せ
な
い

よ
う
に
す
る
対

処
方
法
は
。

町
長　

地
域
の

農
業
、
農
地
は

自
分
た
ち
で
守

る
と
い
う
意
識

づ
く
り
が
重
要

で
、
支
援
と
し

て
は
中
山
間
地

域
等
直
接
支
払
制
度
や
多

面
的
機
能
支
払
交
付
金
等

の
事
業
に
よ
り
、
農
地
の

安
全
に
資
す
る
よ
う
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
を
い
て
い
く
。

問　

荒
廃
農
地
の
発
生
防

止
と
解
消
へ
の
手
段
は
。

町
長　

農
業
委
員
会
で
、

農
地
の
利
用
状
況
調
査
を

実
施
し
、
遊
休
農
地
、
荒

廃
農
地
の
解
消
に
向
け
た

指
導
、
意
向
確
認
等
、
発

生
防
止
に
努
め
て
い
く
。

池
田
和
幸　

議
員

農地の利用状況調査を実施し、遊休農地、荒廃農地の解消に
向けた指導、意識確認等、発生防止に努めていく

町長

農地集積と集約化及び耕作放棄地
について

問　

町
内
に
お
け
る
町
道

及
び
農
道
は
、
町
民
の

方
々
の
安
全
で
安
心
な
道

と
し
て
、
殆
ど
が
舗
装
さ

れ
て
い
る
。
維
持
管
理
に

も
区
長
さ
ん
を
初
め
、
地

元
の
方
か
ら
の
指
摘
に
よ

り
対
応
が
な
さ
れ
て
い
る

が
、
定
期
的
な
パ
ト
ロ
ー

ル
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　

現
在
は
、
月
に
１

回
定
期
的
に
全
路
線
を
パ

ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
。

問　

そ
の
内
容
と
対
応
は
。

町
長　

補
修
箇
所
を
確
認

し
た
時
は
速
や
か
に
路
面

補
修
材
で
補
修
を
し
、
応

急
的
な
補
修
で
は
で
き
な

い
箇
所
は
必
要
に
応
じ
て

舗
装
補
修
工
事
を
行
っ
て

い
る
。

問　

農
道
の
補
修
舗
装
は
。

町
長　

現
在
、
計
画
的
な

補
修
舗
装
を
実
施
す
る
路

線
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
、

計
画
は
な
い
。

問　

大
西
区
の
町
道
・
農

道
で
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
で
は

な
く
、
フ
ェ
ン
ス
で
対
応

さ
れ
て
い
る
箇
所
に
つ
い

て
だ
が
、
何
故
こ
の
様
な

状
況
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

建
設
課
長　

昭
和
54
年
頃

の
鉱
害
復
旧
事
業
に
よ
り
、

杵
島
炭
鉱
鉱
害
復
旧
事
務

所
で
施
工
し
た
も
の
で
、

そ
の
後
、
農
村
総
合
整
備

モ
デ
ル
事
業
で
工
事
を
し

て
お
り
、
30
数
年
が
経
過

し
て
い
る
。

問　

こ
の
箇
所
を
危
険
で

あ
る
と
の
認
識
は
。

建
設
課
長　

認
識
は
し
て

い
な
か
っ
た
。

問　

今
回
の
質
問
で
認
識

は
さ
れ
た
と
思
う
の
で
、

適
切
な
判
断
を
。

建
設
課
長　

地
元
の
区
長

さ
ん
と
協
議
を
し
、
対
応

し
て
い
く
。

町
長　

危
険
な
所
か
ら
逐

次
、
手
直
し
を
し
て
い
く
。

町
長　

補
修
箇
所
は
、
状
況
に
応
じ
て
補
修
を
し
、

地
元
の
区
長
さ
ん
と
協
議
を
し
、
対
応
し
て
い
く

安
全
な
道
路
の
点
検
と

維
持
管
理
に
つ
い
て

管理が難しい中山間地域

危
険
箇
所
で
は
？
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Ｑ　

放
課
後
児
童
教
室
で

学
校
を
使
用
し
て
い
た
と

思
う
が
、
現
在
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

Ａ　

今
年
か
ら
、
１
室
使

用
を
再
開
し
て
い
る
。
３

階
で
空
調
等
も
な
い
の
で

不
便
を
き
た
し
て
い
る
。

対
策
を
検
討
中
。

　

学
校
側
の
協
力
体
制
は

整
っ
て
い
る
の
で
、
受
け

入
れ
の
要
領
を
し
っ
か
り

検
討
し
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付

金
お
返
し
と
寄
付
者
が
地

元
の
方
な
の
か
を
説
明
を
。

Ａ　

１
名
は
県
外
、
お
返

し
と
し
て
佐
賀
牛
の
詰
め

合
わ
せ
。
１
名
は
町
内
の

方
、
家
具
購
入
費
と
し
て

寄
付
金
の
２
割
を
助
成
。

Ｑ　

小
田
地
区
振
興
委
員

会
の
協
議
内
容
と
、
今
後

の
展
望
に
つ
い
て
の
説
明

を
。

Ａ　

現
在
各
団
体
に
委
員

の
推
薦
依
頼
を
し
て
お
り
、

議
会
閉
会
後
第
１
回
目
の

会
議
を
予
定
し
て
い
る
。

方
向
性
は
、
国
の
戦
略
と

し
て
、
地
方
に
流
れ
を
つ

く
る
。
地
方
移
住
が
キ
ー

ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
空
き
家
の
利
活
用
と

空
き
店
舗
を
使
っ
た
チ
ャ

レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
、
起
業

家
の
支
援
を
お
こ
な
っ
て

い
き
た
い
。

Ｑ　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
事

業
に
つ
い
て
、
今
年
の
要

望
は
何
地
区
あ
が
っ
て
い

る
か
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成

事
業
の
周
知
は
区
長
会
か

分
館
長
の
ど
ち
ら
か
。

Ａ　

大
き
な
地
区
で
、
祭

の
ハ
ッ
ピ
や
太
鼓
な
ど
不

足
し
て
い
る
の
で
再
度
お

願
い
し
た
い
と
の
要
望
が

あ
る
。

　

区
長
会
を
通
じ
て
周
知

し
て
い
る
。
９
～
10
月
に

と
り
ま
と
め
を
し
て
県
に

報
告
し
、
３
月
末
に
内
諾

が
来
る
と
い
う
な
が
れ
に

な
る
。

Ｑ　

臨
時
福
祉
給
付
金
事

業
に
つ
い
て
、
こ
の
制
度

を
知
ら
な
い
人
が
い
る
の

で
は
。

Ａ　

広
報
で
知
ら
せ
て
い

る
が
、
申
請
に
来
ら
れ
な

い
方
も
い
る
。

Ｑ　

子
育
て
世
帯
臨
時
特

別
給
付
金
に
つ
い
て
、
ほ

と
ん
ど
の
方
が
申
請
さ
れ

た
か
。

Ａ　

98
％
の
方
が
申
請
さ

れ
て
い
る
。

Ｑ　

高
砂
運
動
広
場
の
工

事
請
負
費
に
つ
い
て
、
勾

配
を
緩
く
す
る
と
い
う
考

え
は
な
い
か
。

Ａ　

今
回
は
、
入
口
の
幅

員
を
広
げ
、
す
べ
り
止
め

を
考
慮
し
た
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
舗
装
し
た
い
。
勾
配

に
つ
い
て
は
今
後
状
況
を

見
て
考
え
て
い
く
。

Ｑ　

集
会
所
の
改
修
に
つ

い
て
、
今
後
計
画
的
な
工

事
を
。

Ａ　

今
年
度
よ
り
長
寿
命

化
を
図
る
た
め
の
改
修
工

事
を
補
助
対
象
と
し
た
。

調
査
を
依
頼
し
、
緊
急
性

の
あ
る
も
の
か
ら
、
順
次

対
応
し
て
い
く
。

Ｑ　

交
通
安
全
対
策
事
業

の
謝
金
は
、
活
動
し
て
い

な
い
組
織
の
再
掲
な
の
か
。

Ａ　

他
の
市
町
は
ど
こ
も

活
動
し
て
る
、
は
や
く
す

べ
き
だ
。

Ｑ　

新
し
く
町
営
住
宅
が

建
設
さ
れ
て
い
る
が
、
地

域
の
名
称
は
。

Ａ　

名
称
は
「
原
宿
」
と

書
き
、「
ハ
ラ
シ
ュ
ク
」

と
読
む
。

Ｑ　

新
築
さ
れ
る
町
営
住

宅
の
間
取
り
は
。

Ａ　

２
Ｄ
Ｋ
、
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
，

３
Ｄ
Ｋ
の
３
タ
イ
プ
で
、

２
室
が
身
体
障
が
い
者
用

と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　

入
居
者
の
所
得
制
限

は
。
月
額
で
１
５
８
千
円

が
上
限
で
あ
る
と
記
憶
し

て
い
る
が
、
１
５
８
千
円

の
場
合
の
家
賃
は
。

Ａ　

所
得
に
つ
い
て
は
、

世
帯
合
算
で
１
５
８
千
円

が
上
限
と
な
る
が
、
こ
の

場
合
、
２
Ｄ
Ｋ
で
３
３
３

百
円
、
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
で
３
６

１
百
円
、
３
Ｄ
Ｋ
に
つ
い

て
は
試
算
し
て
い
な
い
。

Ｑ　

１
世
帯
に
つ
き
最
低

２
台
は
駐
車
場
が
必
要
と

思
う
が
、
不
足
す
る
駐
車

場
に
つ
い
て
、
町
と
し
て

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の

か
。
ま
た
近
隣
に
民
間
駐

車
場
は
あ
る
の
か
。

Ａ　

入
居
可
能
世
帯
数
が

64
戸
、
１
世
帯
２
台
と
す

る
と
１
２
８
台
分
が
必
要

と
な
る
が
、
１
２
４
台
分

の
駐
車
場
を
整
備
す
る
計

画
で
あ
る
の
で
、
４
台
分

不
足
す
る
。
３
台
以
上
で

あ
れ
ば
、
個
人
で
駐
車
場

を
探
し
て
も
ら
う
こ
と
に

な
る
。

Ｑ　

町
で
道
路
の
パ
ト
ロ

ー
ル
が
必
要
で
は
な
い
か
。

狭
小
な
道
路
の
補
修
も
含

め
、
計
画
的
な
事
業
実
施

に
努
め
て
い
る
か
。

Ａ　

主
要
な
道
路
に
つ
い

て
は
、
路
面
性
状
調
査
に

よ
り
、
ひ
び
割
れ
率
・
轍

等
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

又
、
狭
小
な
町
道
に
つ
い

て
は
、
地
区
の
要
望
に
対

し
、
緊
急
性
等
を
勘
案
し

た
上
で
、
計
画
的
に
実
施

し
て
い
る
。

Ｑ　

農
村
地
域
防
災
減
災

事
業
に
つ
い
て
、
測
量
調

査
設
計
委
託
料
が
計
上
さ

各
常
任
委
員
会 

Ｑ
＆
Ａ

総
務
常
任
委
員
会

産
業
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

産
業
常
任
委
員
会

平
成
27
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

特
別
会
計
補
正
予
算

 

上小田町営住宅視察



各
常
任
委
員
会
Ｑ
＆
Ａ

議会だより議会だより

20広
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新
編
集
広
報
委
員
と

し
て
、
い
か
に
町
民
の

皆
様
に
わ
か
り
や
す
い

広
報
を
届
け
る
事
が
出

来
る
か
、
４
人
心
を
ひ

と
つ
に
研
鑽
し
て
ま
い

り
た
い
と
意
欲
を
燃
や

し
て
い
る
所
で
す
。

　
町
政
と
議
会
に
つ
い

て
、
よ
り
正
確
に
お
伝

え
す
る
広
報
誌
を
作
成

す
る
重
責
を
担
っ
て
い

る
事
を
忘
れ
ず
、
今
後

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
の
声
も

お
届
け
頂
き
ま
す
よ
う

に
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

編
集
後
記

広
報
委
員

　
三
苫
紀
美
子

　
土
渕
　
茂
勝

　
渕
上
　
正
昭

　
金
丸
　
祐
樹

れ
て
い
る
が
、
防
災
工
事

自
体
は
上
畑
川
・
畑
川
の

両
溜
池
を
実
施
す
る
の
か
。

Ａ　

調
整
結
果
に
よ
り
、

防
災
工
事
が
必
要
と
な
れ

ば
実
施
す
る
。
又
、
他
の

溜
池
は
未
定
で
あ
る
。

Ｑ　

溜
池
の
他
に
農
村
地

域
に
お
い
て
他
の
事
業
と

な
る
事
案
は
あ
る
か
。

Ａ　

今
回
の
事
業
は
、
あ

く
ま
で
溜
池
に
限
定
し
、

測
量
事
業
を
行
う
事
業
で

あ
る
。

Ｑ　

六
角
川
河
口
堰
を
開

閉
す
る
際
、
協
議
す
る
関

係
機
関
は
。

Ａ　

関
係
市
町
、
消
防
、

警
察
、
漁
連
な
ど
23
機
関

で
あ
る
。

Ｑ　

大
西
地
区
の
Ｊ
Ｒ
鉄

橋
部
分
の
嵩
上
げ
工
事
が

出
来
な
い
か
。

Ａ　

Ｊ
Ｒ
に
影
響
の
な
い

範
囲
で
対
処
し
て
い
る
。

一
、
江
北
町
町
営
住
宅
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
。（
主
な
改
正
は
駐

車
場
の
管
理
及
び
上
小
田

団
地
の
位
置
。

（
全
会
一
致
で
採
択
）

江
北
町
議
会
会
議
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
。

（
議
員
が
出
産
の
為
出
席

で
き
な
い
と
き
は
、
議
長

に
欠
席
届
を
出
す
。）

（
全
会
一
致
で
採
択
）

一
、
教
育
予
算
の
拡
充
を

求
め
る
意
見
書
の
採
択
に

関
す
る
請
願
書
。

（
全
会
一
致
で
採
択
）

一
、
集
団
的
自
衛
権
行
使

容
認
の
閣
議
決
定
を
具
体

化
す
る
関
連
法
案
の
慎
重

審
議
を
求
め
る
意
見
書
を

採
択
す
る
よ
う
求
め
る
請

願
。（

賛
成
少
数
で
不
採
択
）

町
内
視
察

請

　
　願

発

　
　議

条
例
改
正

請

　
　願

発

　
　議

条
例
改
正

請

　
　願

発

　
　議

条
例
改
正

六角川河口堰管理棟視察

六角川河口堰

東古川排水機場視察



世帯全員の市町村民税（所得割）課税年額の合計額 自己負担限度額（月額）

２３５，０００円以上

２３５，０００円未満

２０，０００円

１０，０００円

＊ひと月あたり８万円程度の高額な治療費が、１万円か２万円になります。

　肝がんの原因の約８割がＢ型、Ｃ型肝炎ウイルスによる肝炎ですが、現在では、適切に肝炎
治療を受けることで肝がんを予防できるようになりました。

①佐賀県との契約医療機関でＢ型、Ｃ型肝炎ウイルス検査が無料で受けられます！
<　対  象　>

< 助成内容 >

佐賀県に住民登録している２０歳以上の方で、一度も肝炎ウイルス検査を受けた
ことがない方。
問診及び血液検査

②精密検査費の助成が受けられます！
<　対  象　>

< 助成内容 >

佐賀県に住民登録している２０歳以上の方で、Ｂ型又はＣ型肝炎ウイルス検査の
結果が陽性の方。
精密検査費用のうち、自己負担割合に応じた額（1割負担⇒1,700円、
2割負担⇒3,400円、3割負担⇒5,000円）を上限に助成されます。

③肝疾患定期検査費用の助成が受けられます！（年２回）
<　対  象　>

< 助成内容 >

佐賀県に住民登録している２０歳以上の方で、肝炎ウイルスの感染を原因とする
慢性肝炎、肝硬変及び肝がん患者の方。
住民税非課税世帯　⇒　検査に要する医療費の自己負担額の全額、
住民税課税世帯　⇒　検査に要する医療費の自己負担額（但し、5,000円を上限）

④肝炎治療費用の助成制度をご利用できます！
<　対  象　>

< 助成内容 >

佐賀県に住民登録し、医療保険に加入している方で、Ｂ型、Ｃ型肝炎ウイルスの根
治を目的としたインターフェロンを含む抗ウイルス治療、並びにＢ型肝炎で核酸
アナログ製剤治療を希望し、認定協議会で認められた方。
１か月の自己負担上限額は下表のとおりです。

< 助成期間 > 申請書類を提出した月の初日から１年間（治療法によって異なります。）
（例外として、条件に該当する場合、延長や更新、２回目利用が可能な場合があります。）

【助成制度①～④】

肝がんを予防するため
検査・治療費助成制度をぜひご利用ください！

◎申請書類の提出先、お問合わせは
〒843-0023　武雄市武雄町大字昭和265

　　　　杵藤保健福祉事務所　健康推進担当
　　　　℡0954-22-2104

まずは、杵藤保健福祉事務所にご相談ください。

Ｂ型、Ｃ型肝炎の方へ
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有料広告

サトウ食品工業（株）佐賀工場

〒849-0506 佐賀県杵島郡江北町上小田
URL http://www.satosyokuhin.co.jp/

TEL0952-86-3700（担当 / 原口）

工場内スタッフ !! ※月22～23日程度の出勤です
募集人数に制限がありますのでお急ぎください!!短期

安定の大手企業でのお仕事◎ この他にもたくさんの がいっぱい !!

①食品製造 ②洗浄スタッフ
①朝～夕方まではコチラ！
　時間／ 8：00 ～ 17：00（8Ｈ） ※残業の場合もあり
　給与／日給 7,380円
②夕方～夜まではコチラ！
　時間／ 18：00 ～ 21：00（3Ｈ） ※1 時間延長の場合もあり
　給与／時給 1,100円
【応募】電話連絡の上、履歴書（写貼）持参下さい。

即日～12月中旬頃 こんな
商品が
あるよ !

働きやすい

23 広
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【佐賀県後期高齢者医療広域連合からのお知らせ】
　佐賀県後期高齢者医療広域連合では、現在服用されているお薬をジェネリック医薬品（後発医薬品）に切り替えら
れた場合に、お薬代の自己負担額をどのくらい軽減できるか試算した差額通知ハガキを「ジェネリック医薬品に関す
るお知らせ」として、平成 27 年 7 月 31 日に発送しています。
○通知の対象となる方
　該当月に処方された先発医薬品をジェネリック医薬品に切り替えられた場合に、1 ヶ月あたりの自己負担額の軽

減が一定額以上見込まれる方が対象となります。
　※必ずしも全員の方に届くわけではありません。
○通知の記載内容について
　１．お薬代にかかった金額のみ表示しています。
　　  実際の窓口でのお支払いには、技術料・管理料等の別費用が含まれていることがあります。
　２．ジェネリック医薬品に切り替えるとお薬代が安くなる可能性があることをお伝えするもので、切り替えを強制

　  するものではありません。
○ジェネリック医薬品とは？
　　ジェネリック医薬品は、最初に作られたお薬（先発医薬品）の特許が切れた後に販売される医薬品です。
　　先発医薬品と同等の有効成分・効能・効果をもつ医薬品ですが、まったく同一というわけではありません。
　　ジェネリック医薬品を希望される場合は、まずは、かかりつけの医師・薬剤師へご相談ください。
○お問い合わせ窓口
　　通知書に関するお問い合わせ専用窓口「国民健康保険中央会コールセンター」を設けています。通知書裏面に

コールセンターのフリーダイヤルが記載されていますので、ご利用ください。

お問い合わせ先　佐賀県後期高齢者医療広域連合業務課 企画・保健係　電話 0952-64-8476

ジェネリック医薬品に関するお知らせ

夏バテをふせごう夏バテをふせごう
　暑くなって体温が上がると、皮膚の血管が拡張して血液が体の表面に集まって汗をだしますが、湿度が高いと汗の
蒸発が妨げられ、体温調節が難しく熱が体内にこもって疲れやすくなります。また食生活の面では、暑さによって「暑
い→だるい→食欲がない→飲料水の取りすぎ→消化力の低下→食欲不振」という悪循環がおこり、暑さで寝苦しくて
生活のリズムが乱れがちになります。その結果体調が崩れて夏バテを起こしてしまうと言われています。

沢山たべられない人は少ない皿数で食事をとる工夫をしましょう
①バランスの良い食事を工夫して
夏バテを防ぐポイントは

例１カレーライス 例２そうめんや冷やしうどん

そうめんやうどんのみやアイスクリーム・ビール・ジュースなど糖質が多いものを摂りすぎると、糖質をエネルギー
に変えるために必要なビタミンＢ1 をたくさん消耗し、不足するとバテたり体調不良になります。また一度にたくさ
ん糖質をとると、血糖値が急激に上がり、空腹がみたされ食欲がわかなかったり、糖尿病の原因にもなります。
ビタミンＢ1 多く含む食品は、豚肉・うなぎ・大豆・ほうれん草・ごまなどです。また吸収を助けるアリシンを多く
含む食品（にら・玉葱・にんにくなど）を一緒に摂取すると効果的です

②ビタミンＢ１の補給を忘れずに

③クエン酸を多く含む食品をとろう
みかん・レモンなどのかんきつ類・梅・酢などすっぱいものには疲労物質の乳酸を排出する働きがあるクエン酸
が含まれ、疲労回復を助けますので積極的に摂りましょう。

自分にあったバランスのよい食事をこころがけ、十分な睡眠をとり、適度な水分補給をすることが大切です。
元気に夏をのりきりましょう。

＋ ＋ チーズ
卵 ＋ ＋

錦糸卵
ハム
蒸し鶏

夏野菜をたくさん入れる 香味野菜や山芋などプラス蛋白質もプラス 蛋白質もプラス
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　介護保険料の徴収方法が特別徴収（年金天引き）の方には、7月中旬に「介護保険料納入通知書兼
特別徴収開始通知書」を発送しています。平成27年度の介護保険料年額および年金支給月ごとの徴収
額が記載されていますので、ご確認ください。
＊普通徴収（納付書での納付）の方には、６月中旬に「介護保険料納入通知書」を送付しています。

　介護保険料の特別徴収（年金天引き）は、4月・6月・8月を「仮徴収」、10月・12月・2月を「本
徴収」として納めていただいています。保険料は前年の所得などに応じて決まりますが、介護保険料
の算定基礎となる住民税の賦課が6月に行われ決定するまでは、前年度2月の天引き額と同じ額を
「仮徴収」として納めていただきます。年間の保険料確定後に、すでに仮徴収で納めている額を差し
引いた残りの額を「本徴収」として納めていただきます。

　収入の変動や介護保険料の改定により、仮徴収額と本徴収額に大きな差が生じてしまいます。そこ
で１年間を通じてできるだけ均等な額になるように8月に天引き額を変更し「平準化」を行います。
（本徴収額の端数金額については10月に徴収されます。なお、今回の平準化により、介護保険料の年額が変わるものではありません。）

【お問い合わせ】　杵藤地区広域市町村圏組合　介護保険事務所業務係　
☎0952-69-8223

ホームページ http://www.kitou-web.jp/kaigo/

介護保険料を特別徴収（年金天引き）で
納めていただいている方へ
８月の年金天引額が変更になります

み
んなの あんしん

「仮徴収」と「本徴収」

「平準化」とは

【平準化標準例1】

前年度 仮徴収額 本徴収額
年間保険料

（単位：円）

2月
9,800

9,800

4月
9,800

9,800

6月
9,800

9,800

8月
9,800
↓

13,000

10月
14,232
↓

13,232

12月
14,100
↓

13,000

2月
14,100
↓

13,000

71,832

71,832

平成26年度に6段階であった方が、
平成27年度は5段階に該当される場合

平成26年度第6段階　保険料年額58,824円

平成27年度第5段階　保険料年額71,832円（基準額での比較）

平準化前

平準化後

平成27年2月と同額 変更額

【平準化標準例2】

前年度 仮徴収額 本徴収額
年間保険料

（単位：円）

2月
6,800

6,800

4月
6,800

6,800

6月
6,800

6,800

8月
6,800
↓

14,500

10月
17,232
↓

14,232

12月
17,100
↓

14,500

2月
17,100
↓

14,500

71,832

71,832

平成26年度に6段階であった方が、
平成27年度は5段階に該当される場合

平成26年度第6段階　保険料年額41,177円

平成27年度第5段階　保険料年額71,832円（基準額での比較）

平準化前

平準化後

平成27年2月と同額 介護保険料年額から仮徴収分を差し引いた残額変更額

介護保険料年額から仮徴収分を差し引いた残額

介護保険
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盆期間のごみ収集・汲取り及び葬斎公園の休業のお知らせ盆期間のごみ収集・汲取り及び葬斎公園の休業のお知らせ
このことについて、下記のとおり休業しますので、町民の皆様にはご迷惑をおかけしますがご協力を
お願いします。

8月15日（土）休業

お問い合わせ　環境課環境水道係　電話86-5617

種　別
香　典
供　花

その他
合　計

件　数
1
1

19件
3

支出額
5,000
10,000

御　祝 14 42,000

74,536
17,536

（円）

※その他については県人会開催への特産品寄贈等です。（平成27年4月～平成27年6月分）

ごみ収集
資源物・容器包装プラ 通常通り

し尿汲取り 

葬斎公園

8月13日（木）～16日（日）休業

※し尿汲取りは、許可業者に７月３１日（金）までに申し込みをお願いします。
　また、８月８日（土）は、汲取り業務をいたします。

（岩永衛生社　電話86-4422・原田衛生社　電話82-2213）

※地球温暖化防止のため、ごみの分別・リサイクルをお願いします！

町　長
交際費

平成27年度

消費生活相談情報 ８月の相談日は 11日、18日、25日

年金機構の個人情報流出に
　　　　　　　　便乗した電話に注意!!

消費生活センターを名乗る人から、「年金の個人情報が流出しており、
空き巣に入られるケースが増えている。消費生活センターで削除できる。」
と電話がかかった。

「個人情報を削除してあげる」など持ちかけてくる電話は詐欺ですので
相手にせず、すぐに電話を切りましょう。

お問い合わせは　江北町役場総務企画課　TEL 86-5612
　　　　　　　　大町町、白石町でも相談できます。
　　　　　　　　　　大町町役場産業課　TEL 82-3151
　　　　　　　　　　白石町役場産業課　TEL 84-7121

アドバイス

事例
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　【お問い合わせ】
こどもセンターうるる
電話　６５－１２６５

８月のうるるカレンダー８月のうるるカレンダー
日

2
9
16
23/30 24/31

月

3
10
17

火

4
11
18
25

水

5
12
19
26

木

6
13
20
27

金

7
14
21
28

土
1（シャボン玉遊び）1（シャボン玉遊び）

15
8

22（大きな木を作ろう）22（大きな木を作ろう）
29

ぴよぴよプール
うるるんキッズ

うるるんキッズ

ぴよぴよプール
毎週火・木曜日（10：00～11：00）　
◎対象：満１歳～未就園児

第1・4土曜日（14：00～16：00）
◎対象：小学１年～６年生

※日・祝日は休館です。

☆　ぴよぴよプールは、8月20日まで実施します
　　（１3日・18日を除く）　
☆　13日～15日は、お盆休みの為休館します
☆　18日は10時から避難訓練を実施します
　　　　来館者はご協力をお願いします

お知らせ

　6月24日に『第1回ママサロン』を開催しました。初回は、
江北町にお住いのグラスアート認定講師の田中幸子先生に、
「ＷＥＬＣＯＭＥ」の文字のグラスアートを教えていただき
ました。
　参加者は初めて経験する方ばかりで、最初は緊張気味でし
たが、先生に優しく丁寧に教えていただき、集中して素晴ら
しい作品が出来ました。その間、子ども達は隣の部屋でお預
かりし、「静かな中で集中して楽しむことができました。」
との意見が聞かれました。皆さん久々のリフレッシュのひと
時になられたようでした。9月もママサロンを実施しますので、
興味のある方は、是非参加ください。

　

　自然と親しむ教室では、毎月第１土曜日に小学生13名と
指導者3名で活動をしています。指導者である橋本さんの畑
を借りて、玉ねぎ、じゃがいも、白菜など季節の野菜を育
てています。教室では、命を育て命をいただくまでを体験
しながら学んでいます。指導者は、「子ども達の笑顔や喜
ぶ姿を見るのが楽しい。」と話されていました。
また、活動する中で、学年を超えた関わりができています。

グラスアート教室大好評でした！！

放課後こども教室事業の活動レポート    　No.1
　　～子ども体験教室（自然と親しむ教室）～

第1回ママサロン♪
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ビッキーのビッキーの

森

　
白
石
消
防
署
で
は
、
よ
り
一
層
の
救
命
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、
個
人
で
も
気
軽
に
受
講
で

き
る
応
急
手
当
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
8
月
27
日（
木
）
10
時
30
分
〜
12
時
　
■
場
所
　
白
石
消
防
署
　
会
議
室

■
対
象
者
　
町
内
に
居
住
の
方（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
講
習
内
容
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
心
肺
蘇
生
法
、
溺
水
、
熱
中
症
の
予
防
及
び
応
急
手
当

■
募
集
人
数
10
名
程
度（
申
込
み
順
）
■
申
込
期
限
　
平
成
27
年
8
月
25
日（
火
）

■
申
込
方
法・電
話
、メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み　
白
石
消
防
署
救
急
係
　
0
9
5
2-

8
4-

3
2
8
3

応
急
手
当
講
習
会
の
開
催
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

■
募
集
定
員
　
本
科
（
2
年
制
）…

50
名
、
専
科
（
1
年
制
）…

若
干
名

　
（
野
菜
、
米
麦
、
花
き
、
果
樹
、
畜
産
等
が
学
べ
ま
す
。
）

■
応
募
資
格
　
既
高
卒
者
又
は
平
成
28
年
3
月
高
卒
見
込
の
者

■
入
学
試
験
　
・
推
薦
試
験
（
高
校
長
推
薦
又
は
市
町
長
推
薦
）
平
成
27
年
11
月
６
日

　
　
　
　
　
　
・
一
般
試
験
（
一
次
）…

平
成
28
年
2
月
2
日
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
次
）…

平
成
28
年
3
月
15
日

■
問
い
合
わ
せ
先
　
佐
賀
県
農
業
大
学
校
養
成
部
教
務
担
当
　
0
9
5
2-

4
5-

2
1
4
4

平
成
28
年
度
佐
賀
県
農
業
大
学
校
学
生
募
集
概
要

　
有
明
海
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
物
が
す
む
自
然
の
宝
庫
。
そ
の
海
を
守
る
た
め
、
有
明
海
沿
岸
四

県
（
佐
賀
・
福
岡
・
長
崎
・
熊
本
）
の
県
民
と
漁
業
者
が
い
っ
し
ょ
に
行
っ
て
い
る
海
岸
清
掃
活

動
に
あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
場
所
は
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
に
登
録
さ
れ
た
「
東

よ
か
干
潟
」
側
で
す
。

■
日
時
　
平
成
27
年
9
月
5
日（
土
）
午
前
8
時
〜

■
場
所
　
佐
賀
市
東
与
賀
海
岸（
干
潟
よ
か
公
園
集
合
）

※

参
加
さ
れ
た
方
に
は
、記
念
品
が
あ
り
ま
す
。
荒
天
の
場
合
は
、9
月
6
日（
日
）に
順
延
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
佐
賀
県
水
産
課
　
0
9
5
2-

2
5-

7
1
4
4

有
明
海
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
2
0
1
5

■
入
学
試
験
　
社
会
人
入
学
試
験
　
■
募
集
人
員
　
若
干
名
　

■
受
験
資
格
　
高
等
学
校
卒
業
後
、
5
年
以
上
の
職
歴
を
有
す
る
者

■
願
書
受
付
期
間
　
平
成
27
年
9
月
7
日（
月
）〜
9
月
11
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
（
9
時
〜
16
時
迄
）

■
試
験
日
　
平
成
27
年
9
月
19
日（
土
）

■
試
験
科
目
　
国
語
・
面
接
　
■
試
験
会
場
　
武
雄
看
護
学
校

■
問
い
合
わ
せ
先
　
武
雄
看
護
学
校
　
准
看
護
科
　
0
9
5
4-

2
3-

7
1
7
1

武
雄
看
護
学
校
　准
看
護
科
平
成
28
年
度
社
会
人
入
学
生
募
集

■
試
験
日
　
平
成
27
年
10
月
1
日
（
木
）
会
場
：
マ
リ
ト
ピ
ア

■
受
験
料
　
5,
0
0
0
円

■
受
験
講
習
会
　
平
成
27
年
9
月
25
日
（
金
）
会
場
：
マ
リ
ト
ピ
ア

■
受
講
料
　
3,
0
0
0
円
　
別
途
テ
キ
ス
ト
代
2,
5
0
0
円

■
受
付
期
間
　
平
成
27
年
8
月
3
日（
月
）〜
平
成
27
年
8
月
17
日（
月
）

■
申
込
方
法
　
佐
賀
県
下
水
道
協
会
へ
郵
送
で
申
込
み

■
受
験
資
格
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

　
①
高
校
（
旧
制
中
学
）
以
上
の
土
木
工
学
科
等
を
卒
業
し
排
水
設
備
工
等
の

　
　
設
計
又
は
施
工
に
関
し
2
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
者

　
②
高
校
（
旧
制
中
学
）
を
卒
業
し
、
排
水
設
備
工
事
等
の
設
計
又
は
施
工
に

　
　
関
し
３
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
者

　
③
排
水
設
備
工
事
等
の
設
計
又
は
施
工
に
関
し
5
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
者

■
試
験
科
目
　
下
水
道
に
関
す
る
一
般
知
識
、
排
水
に
関
す
る
法
令
等

■
詳
細
・
問
い
合
わ
せ
は
　
佐
賀
県
下
水
道
協
会
事
務
局  

０
９
５
２-

3
3-

1
3
3
0

平
成
27
年
度
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

■
日
時
　
平
成
27
年
8
月
3
日
（
月
）
9
時
〜
17
時

■
会
場
　
県
内
各
司
法
書
士
事
務
所
（
要
予
約
）

■
相
談
料
　
無
料

■
相
談
内
容
　
登
記
・
相
続
・
遺
言
・
会
社
設
立
・
成
年
後
見
・
ク
レ
ジ
ッ
ト

　
サ
ラ
金
に
関
す
る
こ
と
・
そ
の
他
司
法
書
士
が
行
う
業
務

　
な
お
、月
・
木
の
18
時
か
ら
20
時
ま
で
、
電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
を
行
っ

　
て
お
り
ま
す
。
（
無
料
電
話
：
0
9
5
2-

2
9-

0
6
3
5
）

■
問
い
合
わ
せ
先
　
佐
賀
県
司
法
書
士
会
　
0
9
5
2-

2
9-

0
6
2
6

「
司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
に
つ
い
て
」

　
夏
本
番
と
な
り
、
暑
い
日

が
続
い
て
い
ま
す
ね
。
学
生

の
方
は
夏
休
み
と
な
り
、
楽

し
い
毎
日
が
続
い
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
が
、
熱
中
症

や
、
水
難
事
故
等
に
は
注
意

を
し
、
楽
し
く
過
ご
し
て
ほ

し
い
で
す
。

　
先
日
、
ゴ
ム
ボ
ー
ト
を
使

用
し
、
川
下
り
を
す
る
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
と
い
う
レ
ジ
ャ
ー

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
た
め
に
熊

本
県
ま
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

初
め
て
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
体

験
し
た
の
で
す
が
、
想
像
し

て
い
た
よ
り
も
遥
か
に
激
し

く
、
一
緒
に
ボ
ー
ト
に
乗
っ

て
い
る
方
々
と
力
を
合
わ
せ

て
川
を
下
っ
て
行
く
こ
と
が

こ
ん
な
に
も
楽
し
い
の
か
と
、

驚
く
と
と
も
に
、
来
年
も
絶

対
に
行
こ
う
と
、
心
の
中
で

密
か
に
思
い
ま
し
た
。
皆
さ

ん
も
お
す
す
め
の
レ
ジ
ャ
ー

ス
ポ
ー
ツ
は
あ
り
ま
す
か
？

あ
れ
ば
ぜ
ひ
教
え
て
く
だ
さ

い
！

　
暑
い
夏
な
の
で
海
や
川
で

遊
ぶ
機
会
が
多
い
と
思
い
ま

す
。
安
全
対
策
を
考
慮
し
た

上
で
、
楽
し
い
夏
を
満
喫
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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いきいき健康カレンダー

※武雄地区休日急患センター
・診察時間：午前9時～午後5時（日曜・祝日）　　小児夜間救急（診療）：午後7時～午後9時（土曜・日曜・祝日）

新着本おすすめ

『さんさんさんぽ』

『のってるのってる』

『そらまめくんのあたらしいベッド』

『なつはひるね』

●随時、新しい本が入ってきています。新着本など、本の検索は
ネイブルのホームページからでもできますので、どうぞご利
用ください。

●リクエストも受付けております。お気軽にカウンターまでど
うぞ。

●毎月第３土曜日におはなし会を行っています。
　 次回は8月15日（土）午後２時からです。　　　　　　
●ネイブルからのお願い：本を借りる人は、バッグをご持参下

さい。

絵　本

『どどどーんぱっ！』
とよた  かずひこ・作

えがしら　みちこ・作

ますだ　ゆうこ・文

なかや　みわ・絵

村上　康成・作

他

8月
1土
5水

10月
11火
12水
18火
19水
20木
21金
24月
27木
31月

特定健診
3歳児健診
デイケア　ゆとり
ベビーとママのにこにこ教室
乳幼児相談
特定健診結果説明会
特定健診結果説明会
特定健診結果説明会
乳児健診
2か月児教室
離乳食教室
総合がん検診

8:30～10:30
12:45～13:00
９:50～10:00
9:45～10:00
9:30～10:30

9:30～11：00
13:30～15：00

13:00～13:15
9:30～  9:45

10:15～10:30
８:30～10:30

8:30～10:30
12:45～15:00
10:00～12:00
10:00～11:30
9:30～11:30

9:30～11:00
13:30～15:00

13:00～15:00
9:45～11:30

10:30～12:00
８:30～10:30

保健センター
保健センター
保健センター
保健センター
保健センター

保健センター

保健センター
保健センター
保健センター
保健センター

事 　 業 　 名 受付時間 時間帯 場　所

『人体キャラクター図鑑』

『教室の日曜日』

『サッカーの神様　ﾏｼﾞｯｸ・ﾂﾘｰﾊｳｽ』

『プリンセス★マジックルビー　４』

児童書

『広島の木に会いにいく』
石田  優子・著

坂井  建雄・監修

村上  しいこ・著

ﾒｱﾘ ・ーﾎﾟｰﾌ ・゚ｵｽﾞﾎﾞｰﾝ・著

ｼﾞｪﾆｰ･ｵｰﾙﾄﾞﾌｨｰﾙﾄ ・゙作

『シンプルに考える』

『はたらく数学』

『朝が来る』

『まったなし』

一般書

『もっと遠くへ』
王　貞治・著

森川  亮・著

篠崎  菜穂子・著

辻村  深月・著

畠中  恵・著

図書コーナーより

白石消防署管内　日曜・祭日在宅医当番予定表
月

8

日

2
9
16
23
30

日曜日
日曜日
日曜日
日曜日
日曜日

0952-82-3161
0952-87-2233
0952-84-2205
0952-82-2816
0952-84-6060

0952-84-6060
0954-65-2059
0952-84-5880
0952-84-2656
0952-82-5551

順天堂病院（大町町）
カタフチ医院（白石町）
副島医院（白石町）
大町町立病院（大町町）
白石共立病院（白石町）

白石共立病院（白石町）
森外科医院（白石町）
藤井整形外科（白石町）
重村医院（白石町）
川﨑整形外科（大町町）

曜日
当番施設名 電話番号 当番施設名 電話番号

内　　　　　科 外　　　　　科
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日 月 火 水 木 金 土

2 3 4 5 6 7 8

1

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31 9月1日 9月2日 9月3日 9月4日 9月5日

可燃物 可燃物 容器包装プラスチック
資源物

容器包装プラスチック
資源物

可燃物 可燃物

可燃物 可燃物 容器包装プラスチック
資源物

不燃物 不燃物
可燃物

可燃物 可燃物 容器包装プラスチック可燃物 可燃物

可燃物 可燃物不燃物 不燃物
可燃物

可燃物 可燃物 容器包装プラスチック可燃物

可燃物

可燃物

可燃物

・女性のための相談日

・心配ごと相談日 ・ビッキーふれあい祭り

・消費生活相談

・消費生活相談

・消費生活相談

・無料法律相談
 （前日までに要予約）

・日曜役場
・ふるさとクリーンデー

・第11回 子どもまつり

2015年8月くらしのカレンダー

A地区指定日
新宿、土元、門前、
東分、西分、花祭、
高砂、上惣、宿（バ
イパス南を含む全
地区）

B地区指定日
観音下、石原、新
町、上区、岩屋、岳、
鹿ノ口、白木、平
山、仲町、浪花町、
日ノ出

C地区指定日
上分、下分、野口、
下惣、馬場、祖子
分、江口、正徳、八
北、八中、八南、東
区、大西、南郷

★８月は、資源物回収となっていま
す。回収日が、雨天の場合は、翌週の
木曜日に延期になります。なお、容
器包装プラスチックにおいては、雨
天の場合も収集しますので、お間違
えのないようにお願いします。

BC地区
共通

リ

★買物には、マイバックを持参しましょう!

N
o.267

編
集
発
行
／
江
北
町
役
場
総
務
企
画
課
　〒849 -0592 

佐
賀
県
杵
島
郡
江
北
町
大
字
山
口1651

番
地1

　TEL 0952 -86 -5612  FAX 0952 -86 -2130

　発
行
日
／
平
成
27
年
8
月
1
日

広
報
こ
う
ほ
く

・生ごみの水分はよく切りましょう。ごみ減量化にご協力お願いします。
・町指定のごみ袋に氏名・区名のご記入をお願いします。　
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